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伊
勢
湾
台
風
か
ら
60
年
。伊
勢
湾
台

風
と
い
う
言
葉
さ
え
知
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。

　

昭
和
34
年
９
月
26
日
午
後
６
時
過
ぎ
、

和
歌
山
県
潮
岬
西
に
上
陸
し
た
台
風

15
号
は
、上
陸
後
６
時
間
余
り
で
本
州

を
縦
断
し
、伊
勢
湾
周
辺
の
地
域
を
中

心
に
死
者
４
６
９
７
名
、行
方
不
明
者

４
０
１
名
、負
傷
者
３
万
８
９
２
１
名
、

住
家
全
壊
４
万
８
３
８
棟
、床
上
浸
水

15
万
７
８
５
８
棟
、台
風
被
害
と
し
て
は
、

明
治
以
降
で
最
も
大
き
な
被
害
を
引
き
起

こ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、災
害
か
ら
身
を
守
る
方
法

を
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▪
風
水
害
か
ら
確
実
に
避
難
す
る

　
次
々
と
発
生
、大
型
化
し
、日
本
列
島
を

襲
う
台
風
、前
線
や
局
地
的
な
豪
雨
の
影

響
で
発
生
す
る
河
川
氾
濫
や
土
砂
災
害
な

ど
の
豪
雨
災
害
。昨
年
は
、全
国
各
地
で
水

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。特
に
、西

日
本
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た「
平

成
30
年
７
月
豪
雨
」で
は
、テ
レ
ビ
の
画
面

を
通
じ
、衝
撃
的
な
映
像
が
次
々
と
映
し

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、避
難
勧
告
な
ど
が
発
令
さ
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、避
難
の
判
断
が

遅
れ
、取
り
残
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

た
た
め
、気
象
庁
は「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」を

合
言
葉
に
、左
図
の
よ
う
な「
警
戒
レ
ベ

ル
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。本
市
で
も
、今

後
避
難
を
呼
び
掛
け
る
際
に
は
、こ
の
警

戒
レ
ベ
ル
を
用
い
ま
す
。市
か
ら
の
情
報

を
確
実
に
受
け
取
り
、迅
速
に
避
難
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

警戒レベル 住民が取るべき行動 行動を促す情報
５ 命を守る最善の行動 災害発生情報

４ 全員避難 避難勧告、
避難指示（緊急）

３ 高齢者などは避難
他の住民は避難準備

避難準備・高齢者等避難
開始

２ 避難行動の確認 注意報
１ 災害への心構えを高める 早期注意情報

安心安全ほっとメールの登録を！！！

　災害が発生した際、あなたの身を守るのはあなた自身です。そのために必要となるものは、正確な情報で
す。市からの情報を確実に受け取るために安心安全ほっとメールの登録をしてください。
◎登録方法
ＱＲコードを読み取るか専用アドレス（ bousai.tahara-city@raiden.
ktaiwork.jp）に空メールを送信
↓
登録案内受信
↓
必要事項を入力して登録

登録用QRコード
（空メールを送信）

伊勢湾台風の被害の様子

■大雨・洪水警戒レベル

平成30年7月豪雨（大阪府高槻
市）の様子

いつかは明日かもしれない
そのためにできること
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食べながら備えるローリングストックのススメ

　
▪
後
発
地
震
が
く
る

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
に
伴
う
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、３
月
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源
域
は
広

範
囲
で
あ
る
た
め
、想
定
震
源
域
内
の
東
西

片
側
の
プ
レ
ー
ト
境
界
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８・０
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合（「
半

割
れ
」ケ
ー
ス
）、残
り
の
地
域
で
も
、同
程
度

の
地
震
が
発
生
す
る
頻
度
が
高
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、後
発
地
震
が
発
生
し
た
後
で

は
、津
波
か
ら
の
避
難
が
間
に
合
わ
な
い
地

域
な
ど
に
対
し
、国
か
ら
避
難
指
示
が
出

さ
れ
、一
週
間
程
度
、親
類
や
知
人
宅
、避

難
所
な
ど
へ
の
避
難
が
呼
び
掛
け
ら
れ

ま
す
。避
難
を
す
る
際
は
、慌
て
ず
、水
や

食
料
、身
の
回
り
の
必
要
な
物
を
用
意
し
て　

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▪
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
る

　

南
海
ト
ラ
フ
と
は
、駿
河
湾
か
ら
四

国
に
か
け
て
の
海
底
に
延
び
る
延
長
約

７
０
０
㎞
の
溝
状
の
地
形
で
す
。こ
こ
で

発
生
す
る
地
震
を「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」と

呼
び
ま
す
。

　
５
月
、気
象
庁
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地

震
の
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
判

断
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
発
表
さ
れ
ま
す
。　

　

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
時
は
、テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
の
正
確
な
情
報
を
確
認

し
、落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

 

▪
津
波
災
害
警
戒
区
域
の
指
定

　

県
は
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
浸
水
が
想

定
さ
れ
る
沿
岸
地
域
を
津
波
災
害
警
戒
区

域
に
指
定
し
ま
し
た
。こ
の
区
域
は
、従
来

の
浸
水
想
定
区
域
と
同
じ
範
囲
で
す
が
、

浸
水
区
域
内
の
建
築
物
な
ど
に
津
波
が
ぶ

つ
か
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
せ
き
上
げ
高

を
浸
水
深
に
加
え
た
基
準
水
位
が
新
た
に

示
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
基
準
水
位
を
確
認

す
る
こ
と
で
、そ
の
地
点
で
安
全
に
避
難

す
る
た
め
の
高
さ
が
分
か
り
ま
す
。ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
津
波
災
害
警
戒
区
域
と
基
準
水
位
に
つ

い
て
は
、県
河
川
課
Ｈ
Ｐ
や
本
市
の
防
災

対
策
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

saigai@
city.tahara.aichi.jp

　災害への備えとして、食料をどのくらい備蓄し
ていますか？
　実際に食料を備蓄しておくのはなかなか難し
いですよね。備蓄していても、いざというとき消
費期限が切れている場合もあります。
　そこで、日常生活で消費しながら備蓄する方法
があります。普段から少し多めに、食材や加工品
を買っておき、使ったら使った分だけ新しく買い足
していくことで、常に一定量の食材を家に備蓄し
ておく方法をローリングストックといいます。

普段から多めに
購入する

消費期限の短いもの
から順番に使う

使った分だけ
買い足す
※この方法は食料だけでなくラップなど日用品にも応用できます

東側

太平洋

南海トラフ

西側

想定震源域の東側か西側で
M8.0以上の地震が起きた場合

■南海トラフ巨大地震の「半割れ」ケース

■基準水位のイメージ

津波災害警戒区域

浸水深

浸水深+せき上げ高=「基準水位」

地盤高

津波

せき上げ高 基準水位

避難場所の
高さが明確化

キーワード 情報の発表条件

調査 南海トラフ沿いの大規模な地震と関連す
るか調査を開始した場合

巨大地震警戒 巨大地震の発生に警戒が必要な場合 

巨大地震注意 巨大地震の発生に注意が必要な場合

調査終了 巨大地震警戒、巨大地震注意いずれに
も当てはまらない現象と判断した場合

■南海トラフ地震臨時情報
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旧
野
田
中
学
校
を
活
用
し
、
田

原
市
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン

タ
ー
が
10
月
１
日（
火
）に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。こ
の
施
設
で
、本
市
の
自
然・

歴
史
・
人
物
・
文
化
・
産
業
な
ど

の
資
源
や

そ
れ
ら
の

資
料
を
教

材
と
し
た

ふ
る
さ
と

教
育
※
を

進
め
、
次

の
事
業
を

行
い
ま
す
。

▪
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
と
振
興

　
各
地
区
に
あ
る
ふ
る
さ
と
に
関
す

る
資
料
、
過
去
に
実
践
さ
れ
た
ふ
る

さ
と
教
育
の
資
料
を
収
集・整
理
し
、

市
内
教
育
機
関
な
ど
へ
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
教
員
や
保
育
士

に
対
し
て
、
ふ
る
さ
と
教
育
に
関
す

る
学
習
教
材
、
研
修
の
場
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▪
文
化
財
の
調
査
、
保
護
と
活
用

　
市
内
で
発
掘
さ
れ
、
収
集
さ
れ
た

文
化
財
資
料
の
整
理
と
収
蔵
を
行

い
、一
部
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▪
学
校
支
援

　
小
中
学
校
へ
の
運
営
や
地
域
と
の

連
携
な
ど
に
関
す
る
相
談
や
保
護
者

へ
の
就
学
相
談
を
行
い
ま
す
。

▪
教
育
な
ど
の
相
談

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
引
き
こ
も
り

な
ど
の
相
談
対
応
を
行
い
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
教
育（
学
習
）と
は
、
地

域
の
教
育
資
源
や
、
そ
れ
ら
に
関

す
る
資
料
を
教
材
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
に
関
す
る
知
識
を
広
げ
、
認

識
を
深
め
る
学
習
と
、
そ
れ
を
支

援
す
る
た
め
の
活
動
の
こ
と
で

す
。
ふ
る
さ
と
教
育
を
進
め
る
中

で
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
・
誇
り
を

持
ち
、
自
己
を
確
立
し
、
目
標
を

見
つ
け
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
人

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

次
の
機
能
は
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン

タ
ー
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
課
☎
23‐３
６
３
５

▼
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
36‐６
６
１
４（
10
月
１
日
～
）

野田小
野田
保育園

至 田原市街

至 福江

田原野田局
若宮八幡社
進雄社

N

259

文

野田保育園北

野田 今
池
川

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
む

旧
野
田
中
学
校
に
ふ
る
さ
と
教
育
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

１
０
０
６
４
４
４

教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、く
す

の
木
教
室（
赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー
か
ら
移
転
）

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時（
平
日
の
み
）　
内
容
：
児
童
生

徒
の
各
種
相
談

☎
45‐３
２
８
７（
～
９
月
30
日
）

☎
36‐４
７
３
２（
10
月
１
日
～
）

子
ど
も・若
者
総
合
相
談
窓
口【
は

な
そ
う
】（
市
役
所
か
ら
移
転
）

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時（
平
日
の
み
）　

内
容
：
お
お
よ

そ
40
歳
未
満
の
若
者
や
子
ど
も
、

家
族
の
方
を
対
象
に
し
た
相
談

☎
27‐８
６
０
２（
～
９
月
30
日
）

☎
36‐６
４
５
３（
10
月
１
日
～
）

◦新しく生まれ変わる旧野田中学校

●案内図
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※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

　ぐるりんバス野田線・童浦線、ぐるりんミニバス表浜線・高松線・八王子線
の運行内容が変更となります。
　変更後のルート・ダイヤは、市ＨＰまたはバス車内の掲示をご覧ください。
▶街づくり推進課 　☎27-8603　 22-3811

10 月１日火から
ぐるりんバスの運行内容が変わります！

◉変 更 内 容
◦田原駅からサンテパルクたはらへの直通便と

なるサンテパルク線を新設
◦白谷海浜公園や仁崎海水浴場などへのアクセ

スも便利になりますので、ぜひ、ご利用ください
◉運 賃
　200円（1乗車につき）

サ ン テ パ ル ク 線 の 新 設
（ 野 田 線 か ら 変 更 ）

◉変 更 内 容
◦高松線の一部のバス停（高松東～大草志田）

を表浜線に統合
◦大草南、大草半身バス停を新設

表 浜 線 の 変 更
（ 高 松 線 の 一 部 を 統 合 ）

◦高松線を廃止。ただし、表浜線へ一部のバス停
（高松東～大草志田）を統合

◦八王子線を廃止。泉校区コミュニティ協議会
がタクシーの利用に対して運賃の一部を補助
する「泉おもいやりタクシー事業」を開始

高 松 線・八 王 子 線 の 廃 止

（田原駅からサンテパルクへの直通便となるサンテパルク線が新設されます！）

そ の 他
◦童浦線の始発・終点を白谷海浜公園から片西南に変更し、上り第7便のダイヤを変更
◦変更後のバス・電車の時刻表・利用案内を掲載した冊子（公共交通ガイドブック）を、９月中旬以降に全戸配布

予定

10 月１日火から豊鉄バス伊良湖支線が増便されます！
（病院への通院が便利になります！）
◦伊良湖支線の昼間時間帯のダイヤが上り・下りで各１便、増便
◦増便ダイヤ：【上り】保美発12:04 【下り】渥美病院発11:35
◦変更後のダイヤについては、豊鉄バス㈱HPを

ご覧ください

▶豊鉄バス㈱渥美営業所 　☎33-0211 豊鉄バスHP

1005749

2

398

28

28

259

◉サンテパルク線路線図

28

28

414

42

42

259

259

◉表浜線路線図
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皆
さ
ん
の
ご
み
の
減
量
・
分
別
に
対

す
る
ご
理
解
、ご
協
力
の
お
か
げ

で
、も
や
せ
る
ご
み
が
減
り
、紙
類
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
類
な
ど
の
資
源
ご
み
の
回

収
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
設
定
し
た
令
和
２
年
度
の
ご

み
量
の
目
標
値（
資
源
ご
み
を
除
く
）は

４
３
０
ｇ
／
人・日
で
す
。

　
平
成
30
年
度
の
ご
み
量
は
５
２
２ｇ
／

人・日
で
し
た
。家
庭
系
ご
み
有
料
化
が
２

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
29
年
度
は
前
年

度
か
ら
10
ｇ
／
人・日
減
少
し
、５
２
５
ｇ

／
人
・
日
で
し
た
。ご
み
量
は
着
実
に
減
っ

て
は
い
ま
す
が
、目
標
値
を
達
成
す
る
に
は

ご
み
量
を
あ
と
92ｇ
／
人・日
減
ら
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
92
ｇ
を
減
ら
す
た
め
の
方
法
の
１
つ
と

し
て
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。食

品
ロ
ス
に
つ
い
て
は
28
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

１
０
０
０
８
３
７

❖掲載位置＝下段右側
❖募集枠数＝2枠（たて40mm×よこ80mm／カラー）
❖掲  載  料＝ 12 万円（1 枠分）
❖参考情報＝約２万 3 千部発行／令和２年 3 月ごろか

ら市内全世帯配布（自治会経由）
❖募集期間＝ 9 月 9 日（月）～ 10 月 31 日（木）
　※締切日必着

申込方法
廃棄物対策課、市ＨＰ
にある申込書に必要
事項を記入の上、必
要書類を添えて直接
または郵送にて／要
綱・要領などは市ＨＰ
をご覧ください。

▼廃棄物対策課
☎23‐3538

　１０月１日（火）からの消費税率の改定に伴い、水道料
金、下水道使用料（公共下水道、農業集落排水処理施
設、汚水処理施設）、水道加入分担金の額が改定します。
　改定される料金は、従来の単価の１０８分の１１０の額
となります。新しい水道料金および下水道使用料の適用
時期は以下の通りです。

　また、水道加入分担金は、10月１日（火）以降の給水装
置の新設および増径工事の申し込みから新税率が適用
されます。
※詳細は、市HPをご覧いただくか、お問い合わせください。
▶水道課　　☎23-3532  22-3184
▶下水道課　☎23-3525  22-3184

●使用開始時期と適用税率の関係（水道料金および下水道使用料）

10月1日前から
継続して使用

R1年 8月 9月 10月 11月 12月 R2年 1月

10月1日以降
から使用開始

使用月

検
針

検
針

検
針

検
針

検
針

12月支払分 8％

12月支払分
10％

2月支払分 10％

2月支払分 10％

0

5,000

10,000

15,000

20,000

0

100

200

300

400

500

600

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 R2年度H30年度

430

564 562
535 525 522

●１人１日あたりのごみ量の推移

（t）

（g/人・日）

もやせるごみ 埋めるごみ 資源ごみ 1人1日当たりの家庭系ごみ量

2020 年度版ごみ収集カレンダー
に広告を掲載しませんか？ 1006364

平成26年度と比べて、
平成30年度はごみ量が
減って、ごみ処理費が約
１千万円減ったごみん。

消費税の改定に伴い
上下水道料金などの改定を
行います 1006430

広告枠 広告枠

1006405

家
庭
系
ご
み
有
料
化
開
始
か
ら
１
年
７
カ
月

食
品
ロ
ス
減
で
、
さ
ら
に
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

18,024 17,923
17,131 16,827

16,116

●炭生館ごみ量（年度別）
（t）

来
年
度
ま
で
に
目
標
値

を
達
成
で
き
な
い
と
、ご

み
袋
の
金
額
を
見
直
す

か
も
し
れ
な
い
ん
だ
！
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バス路線の変更があります
田原祭りに伴い、ぐるりんバス・豊鉄バスの運行経路が変
更となります。ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力
をお願いします。
▪ぐるりんバスの路線変更
中心市街地では、右表の区間での運行となり、利用で
きないバス停がありますので、ご注意ください。
▪豊鉄バスの路線変更
以下の日時で、「田原萱町」バス停を休止し、「田原市役
所前」バス停を「新清谷」信号交差点南側に移動します。
◦９月 14 日（土） 8：00 ～終車
◦９月 15 日（日） 9：00 ～終車
※ぐるりんバス・豊鉄バスともに 15 日（日）が雨天順延の場合、16
日（月・祝）が路線変更となります。祭り当日は交通規制が実施され
るため、迂回運行します。ダイヤに遅れが生じる可能性がありますので、
あらかじめご了承ください。詳しくは、市ＨＰをご覧ください

ぐるりんバスの問い合わせ　
市街地線、童浦線：豊鉄ミデイ㈱☎ 23-7210
表浜線：豊鉄タクシー㈱☎ 22-1171
高松線：渥美交通㈱☎ 22-0050
豊鉄バスの問い合わせ
豊鉄バス㈱渥美営業所☎ 33-0211

江戸時代にルーツがあるといわれる田原祭り。
明治時代以降、豪華な山

だ し

車が登場し、現在では、八
はちまんしゃ

幡社・
神
しんめいしゃ

明社・巴
はこうじんじゃ

江神社の祭りを、田原祭りと呼ぶようになりました。

神明社

八幡社

山車3台
〈15日〉

山車3台
〈14日〉

本  町

新  町
萱  町山車3台

〈15日〉

手筒
会場

中部市民館
セントファーレ

児童センター

豊橋鉄道渥美線

船倉橋西

GS

GS

GS

田原萱町
新町

郵便局前

新清谷 田原郵便局

龍門寺

龍泉寺 慶雲寺 城宝寺

はなとき通り
當行寺

霊厳寺

田原中部小学校

崋山神社

田原中学校

護国神社 JA愛知
みなみ

殿町
晩田東

船倉橋

商工会館

船倉橋東
ホームセンター

ショッピング
センター

臨時駐車場

シートなどでの
場所取りは
ご遠慮ください。

15日［日］
15：00～22：00
約750台収容

➡

●●

打上会場

●●

ごみは必ず
持ち帰りましょう

田原文化会館北
県道蔵王山線

田原新橋

当日通行
規制あり
18：00～22：00

晩田 ▪花火の駐車場案内

９月 14 日［土］
からくり山車
10：10 ～ 14：30 ◉新町・萱町・本町を巡回
山車３台の競演
12：10 ～ 12：25 ◉田原まつり会館
夜山車の競演
20：00 ～	 ◉はなとき通り
９月 15 日［日］
からくり山車
10：10 ～ 14：30 ◉新町・萱町・本町を巡回
山車３台の競演
11：45 ～ 12：20 ◉三河田原駅前
手筒・大筒花火
17：30 ～ 19：45　◉はなのき広場
打上花火　※雨天の場合は翌日に順延
20：00 ～ 21：30　◉田原文化会館周辺
※お出かけの際は、公共交通機関をご利用ください
▶田原まつり会館（当日連絡先）☎ 22-7337
▶渥美半島観光ビューロー☎ 23-3516

http://taharakankou.gr.jp/

９月 14 日［土］終日（変更ルート） 利用できないバス停

市街地線
田原駅⇔図書館
田原駅⇔新清谷
田原駅→福祉センター

はなとき通り
赤石一丁目
セントファーレ、市役所前、赤石一丁目

童浦線
（上り）

田原中部市民館→田原駅→福
祉センター

柳町、セントファーレ、市役所前、赤石
一丁目

童浦線
（下り） 田原駅→田原中部市民館 柳町、セントファーレ、市役所前、赤石

一丁目

表浜線 田原駅⇔図書館 はなとき通り、セントファーレ、市役
所前、赤石一丁目

高松線 田原駅⇔図書館 はなとき通り、セントファーレ、市役
所前、赤石一丁目

９月 15 日［日］終日（変更ルート） 利用できないバス停

市街地線
田原駅⇔図書館
田原駅⇔新清谷
田原駅→福祉センター
※「図書館」臨時バス停設置

はなとき通り
赤石一丁目
セントファーレ、市役所前、赤石一丁
目

童浦線
（上り） 晩田→田原駅→福祉センター

博物館入口、図書館、田原中部市民
館、柳町、セントファーレ、市役所前、赤
石一丁目

童浦線
（下り） 田原駅→晩田

博物館入口、図書館、田原中部市民
館、柳町、セントファーレ、市役所前、赤
石一丁目

表浜線 田原駅（発）→田原駅（止まり） 図書館、セントファーレ、市役所前、赤
石一丁目、はなとき通り

高松線 高松東⇔田原駅（発・止まり） 図書館、セントファーレ、市役所前、赤
石一丁目、はなとき通り

1004320
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水の恵み
楽しみながら実感

8/10
［土］

　平成２３年から続く山のまち設楽体験
ツアーが開催されました。この日は、設楽
ダム建設に伴う水没予定地を実際に見
学し、豊川上流域の状況や水の大切さな
どを学び、姉妹都市の設楽町の方 と々交
流しました。子どもから大人まで楽しみな
がら学ぶ有意義な１日となりました。

　三遠ネオフェニックスの選手を講師に迎え、中学
生バスケットボール教室が、田原市総合体育館で
開催されました。参加した市内中学校バスケット
ボール部1、2年生108名は、4つのグループに分か
れ、選手やコーチなどから丁寧な指導を受けまし
た。プロ選手の技術を間近で見た生徒たちは、その
速さと正確さに驚きながらも、一生懸命取り組ん
でいました。

肌で感じる
プロの技！

8/6
［火］

　独立行政法人国際協力機構（JICA）から派
遣された研修員（10カ国11名）が訪問し、豊
川用水と田原市の農業について研修を行い
ました。研修員は、豊川用水施設の他、水田
や施設園芸の視察見学を行い、かんがい用
水によって発展した本市の農業について熱
心に学んでいました。

8/9
［金］

世界へ伝える
田原の農業技術

▲菊農家の方から菊の育て方や設備の説明を受けるJICA研修員

▲最後に選手と一緒に記念撮影をしました。（写真左から）北原秀明選手、
菅野翔太選手、柳川龍之介選手、鈴木達也選手

▲設楽町の方々から、流しそうめんや五平餅作り教室、ニジマスつかみ取りなど温かいお
もてなしを受け、子どもも大人も大満足の様子でした
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　7月22日（月）・23日（火）、亀山コミュニ
ティ協議会の主催でかめやま防災キャンプ
が開催されました。住民約170名が参加し
た防災講話から始まり、子どもたちはパッ
ククッキングや避難場所の確認、防災クイ
ズなど、大人と一緒に取り組みました。災害
時に何が大切かを楽しみながら学ぶことが
できました。

一人一人に
防災力を

7/22
［月］

　いらごDE縁日が伊良湖港緑地で開催され
ました。伊良湖地区の活性化のため、オープ
ニングを田原市観光PRアイドル「La花ノた
み」が飾り、キッズダンスショーやマジック
ショーなど子どもから大人まで楽しめる盛
りだくさんな内容に、多くの人でにぎわって
いました。会場には、キャベゾウも登場し、子
どもたちの人気を集めていました。

伊良湖から
魅力発信

8/10
［土］

　トヨタ車体クインシーズの選手を講師に
迎え、中学生バレーボール教室が渥美運動
公園屋内競技場で開催されました。市内中
学校バレーボール部1、2年生146名が、個
別練習や練習試合を通して指導を受けまし
た。また、質疑応答の時間には、直接選手に
熱心に質問していました。

8/2
［金］

バレー魂
心で受け止めて

▲生徒からの質問に真剣に答えるトヨタ車体クインシーズの選手

▲日本一の花の生産地である本市のPRのため、成蹊大学学生の団体「F
フローラフト
loraft」（写

真左、右）による本市産の花を使った「花メイク」をしてもらった子どもたち

▲田原市赤十字奉仕団による「ハンドケア」講習を受ける子どもたち
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　８月3日（土）に、渥美半島戦争遺跡巡りが開催さ
れました。市内に残る戦争遺跡を巡り、市民の方に平
和について考える機会にしてほしいと開催されている
もので、今年で5回目を迎えました。参加した市民は、
「自分が戦争を経験していて、遺跡を巡ることで当時
の思いがよみがえります」と話してくれました。

海上散歩で
夏満喫

7/28
［日］

　仁崎海水浴場でS
サ ッ プ
UP体験イベントが開

催されました。このイベントは今年で3年
目となります。渥美半島観光ビューロー
が開催しているもので、身一つで参加で
き、初心者でも安心して教えてもらえる
少人数制のため、大変人気があります。
参加者は、最初は恐る恐るボードの上に
座っていましたが、最後は立って手を振
る余裕を見せるほど、上達していました。

　第64回愛知県消防操法大会が蒲郡市
で行われ、田原市消防団代表としてポン
プ車操法の部に出場した童浦分団が見事
5位入賞を果たしました。出場者たちは、
全員会社員で時間に限りのある中、5月
から週5日、早朝および夜間に訓練を重
ね、今回の結果に結び付きました。

7/20
［土］

日頃の鍛錬
つかんだ入賞！

▲童浦分団の選手【前列左から】立岩大樹さん、福井達也さん、斎竹洋樹さん、板倉友
樹さん、牧野浩弥さん、牧野真也さん

今考える
平和の尊さ

8/3
［土］

▲昭和20年8月14日、米軍機が渥美線を攻撃し、多くの死傷者を出した
渥美線機銃掃射被害跡地を訪れ、説明を聞く参加者

▲1回75分の体験で、立てるようになりました
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全国大会などに出場した皆さんをご紹介します。
今後のさらなる活躍に期待します！

▪第46回全日本中学校陸上競技選手権大会
（大阪府大阪市［８／２1～24］）
◎東部中学校陸上競技部（女子4×100ｍ
リレー）

【写真上段左から】
菅沼瑠

る り

璃さん（3年）、川合美
み ゆ

結さん（3年）、
仲井千

ち ひ ろ

尋さん（3年）
【写真下段左から】
石倉実

み ゆ

侑さん（2年）、佐藤俐
り あ

有さん（1年）、
髙津采

さ り

里さん（1年）

第46回全日本中学校陸上競技選手権大会（大阪府大阪市［８／２1～24］）

▪第42回全国JOCジュ
ニアオリンピックカップ
夏季水泳競技大会

（東京都江東区［8／22～26］）
◎BOX豊川
太田ひいろさん（野田小5
年、女子10歳以下50ｍ自
由形）

※「山下市長の元気通信」は、今月の掲載記事の都合により休載します

◎田原中学校陸上競技部
田中瑛

あ き ひ と

一くん
（3年、走幅跳）

◎東部中学校陸上競技部
【写真左から】菅沼瑠

る り

璃さん（3年、走幅跳）、
　　　　　　佐藤俐

り あ

有さん（1年、100m）

◎福江中学校陸上競技部
清田虎

こ た ろ う

太朗くん
（3年、200m）

【大会結果】
◎田原中学校陸上競技部（走幅跳）
田中瑛一くん：4位

※詳しくは広報たはら10月号に掲載し
ます
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

　2

Dream Car
Festival

in

0531-23-2525

  9.22 9:30 14:00 

 

2019

第 4 回 ドリームカーフェスティバル イン 田原
──　 クルマの街 　田原市ができること　 ───

4th

 https://taharadreamcar.wixsite.com/festival

TAHARA
トヨタ自動車株式会社 田原工場、開業４０周年おめでとう！

世界の田原工場が自慢です

渥美半島の観光と産業の情報ステーション

道の駅田原
めっくんはうす
（長神）
☎23-2525

［投稿者］

　道の駅田原めっくんはうすは、野菜産直市場や、６次産業加工施設を併設し、渥美半島た
はらブランドや加工施設で開発された商品も取りそろえています。今回は、２つのイベント
をご紹介します。
■第4回ドリームカーフェスティバル イン 田原

【日時】９月22日（日）［第1部］9：30～１4：００［第2部］14:00～
【内容】[第1部］車両展示、情報交換、軽食販売、地産品販売、フ

リーマーケットなど［第2部］ドリームカー浪漫街道　渥美
半島をドリームカーが巡ります

【場所】渥美病院駐車場
【その他】見学入場無料

※詳しくは、道の駅田原めっくんはうすにお問い合わせください

■田原の花を大空に揚げよう！
【日時】10月13日（日）１0：００～１4：００

※雨天時は10月14日（月・祝）に延期
【内容】凧作りと凧揚げ。「日本一の田原市の花」の凧に色を入れ、

大空に掲げよう！
【場所】道の駅田原めっくんはうす※凧揚げは、渥美病院駐車場
【定員】100名（50名：凧揚げ　50名：凧作り＋凧揚げ）
【申込】道の駅田原めっくんはうすに置いてある申込書に記入し、

直接持参またはＦＡＸにて
※定員に達していない場合は、当日受付可

広報サポーター
堤田恭子

　毎日の厳しい残暑の中、いかがお過ごしでしょうか。
　夏のお楽しみといえば、どこの地域にも数々の夏祭りがあります。
地域ごとに趣向を凝らした盆踊りやたくさんの屋台が広がる夜店。
今回は３つの夏祭りについてご紹介します。
　１つ目は、田原の夜店です。田原の夜店は、7月の毎週土曜日に開
催されていて、遠方からみえる方も多いのが特徴です。今年の7月
は雨が多く、あいにくの天気でしたが、多くの方が足を運びました。
　2つ目は、今年初開催となった「せんふぁの“マルシェ”」です。この
マルシェはセントファーレのテナントの皆さんが、新しいお客さんが
足を運ぶきっかけになってほしいとＳＮＳや口コミで出展者を募り、7
月21日（日）に開催しました。その結果、一味違ったワークショップや
こだわりの詰まったお店が21店舗出店し、ライブも開催されました。
マルシェに来た人もテナントのカフェや本屋などに足を運んでいまし
た。次回のマルシェは、9月22日（日）に開催されますので、今回逃し
た方はぜひ足を運んでみてください。
　3つ目は、7月28日（日）に福江町下地地区で開催された「ふくえ
de night」です。この夜店は、2年前、下地地区城坂の石畳が美しく
整備されたのをきっかけに、下町のレトロな雰囲気を多くの方に知っ
てもらおうと、地元を愛する地域の方々の思いにより始まりました。
多くの露天商が並ぶ他の夜店とは違い、地元のお店が出店し、古き
良き街並の中、提灯が灯り、昭和時代にタイムスリップしたかのよう
な場所でした。
　また、地元の店主がお勧めするおいしい食品や雑貨が並び、子ど
も向けゲームコーナーやボランティアによる歌や楽器の演奏もあり、
ノスタルジックな雰囲気の中で流れる
曲がとても新鮮で、心地よい空間でし
た。「福江が好き！」という温かい思いと
優しい下町の雰囲気をもっと多くの方
に楽しんでもらいたいので、これからも
末永く続くように願っています。
　まだまだ暑い日が続きますが、季節
ごとの田原市を思う存分楽しみながら、
健康に気を付けてお過ごし下さい。

▲にぎわう田原の夜店

▲「せんふぁの“マルシェ”」の様子

▲「せんふぁの“マルシェ”」でライブを披露する
「Banjo&Accordion」

▲「ふくえ de night」の様子▲「ふくえ de night」でボールすく
いをする子どもたち

▲当日揚げる凧の見本

とも

榊原 陽太くん

2歳
伊川津町

よう  た

安藤 凛花ちゃん

８カ月
浦町

りん  か

徳永 陽翔くん

1歳
田原町

はる  と
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　
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渥美半島の観光と産業の情報ステーション

道の駅田原
めっくんはうす
（長神）
☎23-2525

［投稿者］

　道の駅田原めっくんはうすは、野菜産直市場や、６次産業加工施設を併設し、渥美半島た
はらブランドや加工施設で開発された商品も取りそろえています。今回は、２つのイベント
をご紹介します。
■第4回ドリームカーフェスティバル イン 田原

【日時】９月22日（日）［第1部］9：30～１4：００［第2部］14:00～
【内容】[第1部］車両展示、情報交換、軽食販売、地産品販売、フ

リーマーケットなど［第2部］ドリームカー浪漫街道　渥美
半島をドリームカーが巡ります

【場所】渥美病院駐車場
【その他】見学入場無料

※詳しくは、道の駅田原めっくんはうすにお問い合わせください

■田原の花を大空に揚げよう！
【日時】10月13日（日）１0：００～１4：００

※雨天時は10月14日（月・祝）に延期
【内容】凧作りと凧揚げ。「日本一の田原市の花」の凧に色を入れ、

大空に掲げよう！
【場所】道の駅田原めっくんはうす※凧揚げは、渥美病院駐車場
【定員】100名（50名：凧揚げ　50名：凧作り＋凧揚げ）
【申込】道の駅田原めっくんはうすに置いてある申込書に記入し、

直接持参またはＦＡＸにて
※定員に達していない場合は、当日受付可

広報サポーター
堤田恭子

　毎日の厳しい残暑の中、いかがお過ごしでしょうか。
　夏のお楽しみといえば、どこの地域にも数々の夏祭りがあります。
地域ごとに趣向を凝らした盆踊りやたくさんの屋台が広がる夜店。
今回は３つの夏祭りについてご紹介します。
　１つ目は、田原の夜店です。田原の夜店は、7月の毎週土曜日に開
催されていて、遠方からみえる方も多いのが特徴です。今年の7月
は雨が多く、あいにくの天気でしたが、多くの方が足を運びました。
　2つ目は、今年初開催となった「せんふぁの“マルシェ”」です。この
マルシェはセントファーレのテナントの皆さんが、新しいお客さんが
足を運ぶきっかけになってほしいとＳＮＳや口コミで出展者を募り、7
月21日（日）に開催しました。その結果、一味違ったワークショップや
こだわりの詰まったお店が21店舗出店し、ライブも開催されました。
マルシェに来た人もテナントのカフェや本屋などに足を運んでいまし
た。次回のマルシェは、9月22日（日）に開催されますので、今回逃し
た方はぜひ足を運んでみてください。
　3つ目は、7月28日（日）に福江町下地地区で開催された「ふくえ
de night」です。この夜店は、2年前、下地地区城坂の石畳が美しく
整備されたのをきっかけに、下町のレトロな雰囲気を多くの方に知っ
てもらおうと、地元を愛する地域の方々の思いにより始まりました。
多くの露天商が並ぶ他の夜店とは違い、地元のお店が出店し、古き
良き街並の中、提灯が灯り、昭和時代にタイムスリップしたかのよう
な場所でした。
　また、地元の店主がお勧めするおいしい食品や雑貨が並び、子ど
も向けゲームコーナーやボランティアによる歌や楽器の演奏もあり、
ノスタルジックな雰囲気の中で流れる
曲がとても新鮮で、心地よい空間でし
た。「福江が好き！」という温かい思いと
優しい下町の雰囲気をもっと多くの方
に楽しんでもらいたいので、これからも
末永く続くように願っています。
　まだまだ暑い日が続きますが、季節
ごとの田原市を思う存分楽しみながら、
健康に気を付けてお過ごし下さい。

▲にぎわう田原の夜店

▲「せんふぁの“マルシェ”」の様子

▲「せんふぁの“マルシェ”」でライブを披露する
「Banjo&Accordion」

▲「ふくえ de night」の様子▲「ふくえ de night」でボールすく
いをする子どもたち

▲当日揚げる凧の見本

とも

榊原 陽太くん

2歳
伊川津町
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

市
民
活
動
だ
よ
り

市民の
チカラ

地
域
の
話
題

地域の
チカラ

「
２
０
１
９
渥
美
半
島
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
on
伊
良
湖
」を
開
催
し
ま

す
！　

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
は
、北
欧

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発

祥
の
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
、手
軽
さ
と
効
果
的
な
全
身
運
動

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し
て
注
目
さ
れ
、人

気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、「
２
０
１
９
渥
美
半
島
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
on
伊
良
湖
」を
開
催

し
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
渥
美
半
島
な
ら
で
は
の
体

験
が
で
き
る
観
光
体
験
博
覧
会「
た
は
ら

巡
り
～
な
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
1
つ
に
な

り
、市
内
外
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

多
く
の
方
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、初
心
者
向
け
の「
西
の
浜
コ
ー

ス
」と
健
脚
向
け
の「
堀
切
海
岸
コ
ー
ス
」

の
２
つ
の
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。自
分
の
能
力
に
合
わ
せ
て
コ
ー
ス
を

選
び
、歩
く
距
離
を
決
め
ら
れ
る
の
で
、自

分
の
ペ
ー
ス
で
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

心
地
良
い
風
を
感
じ
な
が
ら
、海
に
囲

ま
れ
た
渥
美
半
島
の
魅
力
を
体
感
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】10
月
12
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後

1
時
30
分［
受
付
］午
前
９
時
30
分
～
10
時

※
ポ
ー
ル
の
使
い
方
講
習
会（
初
心
者
対

象
）午
前
９
時
45
分
～［
開
会
式
］午
前
10

時
～
10
時
15
分［
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
］午
前
10

時
15
分
～
午
後
１
時
30
分

【
集
合
場
所
】伊
良
湖
港
緑
地
公
園

【
申
込
方
法
】市
Ｈ
Ｐ（
１
０
０
６
３
１
９
）

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
、Ｅ
メ
ー
ル
に
て

【
締
切
】９
月
30
日（
月
）必
着

【
参
加
費
】２
０
０
０
円（
昼
食
代・保
険
料

込
み
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
０
９
０-

９
１
２
３-

７
９
８
３

（
渥
美
半
島
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
実

行
委
員
会　

 

鈴
木
）

２２‐２
０
２
６

 tahara@
taharakankou.gr.jp

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

　
伊
良
湖
岬
か
ら
５
㎞
ほ
ど
東
に
位
置
し
、

太
平
洋
に
面
し
た
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
堀
切
地
区
。堀
切
と
小
塩
津
の
２
つ

の
地
域
で
構
成
さ
れ
、将
来
像
と
し
て「
安

心・安
全・希
望　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
堀
切
地
域
で
は
、１
８
５
４
年
の
安
政
東

海
地
震
で
津
波
が
襲
来
し
、地
域
全
体
に

被
害
を
受
け
た
様
子
が
絵
図
や
文
献
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
の
津
波
被
害
が
危
惧

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、地
域
住
民
の
防
災
意

識
が
高
ま
って
い
ま
す
。

▪ 

津
波・避
難
訓
練
を
毎
年
実
施

　

こ
の
た
め
、地
震
・
津
波
発
生
時
に
は
、

命
を
守
る
た
め
す
ぐ
に
高
台
へ
避
難
す
る

こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と

か
ら
、毎
年

地
区
全
体
で

防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
は
７

月
７
日（
日
）

に
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
訓
練
で
は
、堀
切
地
域
の
一
時
避

難
場
所
の
１
つ
と
し
て
旧
堀
切
小
学
校
跡

地
に
昨
年
10
月
に
完
成
し
た
津
波
避
難
マ

ウ
ン
ド（
ほ
り
き
り
広
場
）を
こ
の
日
初

め
て
使
用
し
ま
し
た
。ほ
り
き
り
広
場
で

は
、午
前
７
時
の
訓
練
開
始
と
と
も
に
、地

域
の
皆
さ
ん
が
海
抜
15
ｍ
の
頂
上
広
場

を
目
指
し
避
難
を
始
め
、開
始
20
分
で
約

１
０
０
名
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、自
主
防
災
会
役
員
ら
か
ら

普
段
は
ベ
ン
チ
と
し
て
使
え
る
ト
イ
レ
の

設
営
方
法
や
、防
災
用
品
の
保
管
状
況
の

説
明
を
受
け
、災
害
発
生
時
に
と
る
べ
き

行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

堀
切
地

区
で
は
、今

後
も
こ
う

し
た
訓
練

を
繰
り
返

し
行
い
、安

心
で
安
全

な
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
総
務
課
☎
23-

３
５
０
４

堀
切

◦トイレの設営方法をみんなで確認

◦頂上の広場を目指し、避難する住民
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　６月に実施した全校集会で、保健委員会が中心となって、
部活動と協力・連携し、「熱中症対策集会」を開催しました。
　昨年度のような猛暑が予想されていたため、屋外だけでは
なく、体育館や武道場などでの活動の際にも、熱中症が心配
でした。生徒たち自身が、部活動ごとに集まり、熱中症につい
て考え、確認し合いました。
　生徒たちは、自分たちにできる対策を伝え合ったり、予防
方法を確認したりしたことを模造紙にまとめました。「睡眠
を十分にとること」「朝食を食べて登校すること」「体調がお
かしいなと感じたら、無理をせず早めに休むこと」「小まめな
水分補給をすること」など、部活動の特色を考慮して、それぞ
れが気を付けることを出し合いました。
　また、学校にある６台の熱中症指数モニタを積極的に活用
し、生徒の活動する教育環境の安全に配慮しています。
　生徒、教職員で協力し、安心・安全を第一に考えた教育活動
に取り組んでいます。

　本市の学校で唯一、相撲場がある大草小学校。「相撲」
を通して全校児童81名の心と体を育てています。春場
所、夏場所、秋場所の年３場所があります。
　子どもたちは特製のまわしを付け、土俵に上がりま
す。取り組む姿はどの子も真剣で、手に汗握る熱戦が繰
り広げられます。行司から勝ち名乗りを受け、手刀を
切って土俵を降ります。取組後も必ず礼をし、対戦相手
に対して勝っても負けても敬意を表すことで、相手を思
いやる心を学んでいます。そして、全校児童・保護者・地
域の方を前にしての１対１の取組は、子どもたちの自信
と誇りも育てています。
　夏場所には、藤島部屋の藤大成さんを迎え、本物の力
士と触れ合う機会も設け、迫力のある相撲をより身近に
感じながら、楽しんでました。
　また、去年新たに「大草すもう体操」が完成しました。
土俵入り、四股、攻めや守りの型などを取り入れた体操
は、場所ごとに披露され、大草小学校の自慢の一つと
なっています。これからも相撲を通して、子どもたちの心も体も育てていきたいです。

「暑い夏を乗り切ろう！」
熱中症対策集会を通して 東部中学校

「礼に始まり、礼に終わる」　　
大草相撲を通して育つ子どもたち 大草小学校

◦みんなで話し合ったことを書き出す生徒

◦部活動ごとに気を付けることをまとめた表

◦藤大成さんに挑む児童たち

◦1対1の真剣勝負

広報たはら  令和元年９月│    │15



※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

募
集

田
原
市
職
員（
社
会
人
採
用
）

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定

１
０
０
６
４
５
６

職
種
／
募
集
人
員：
事
務
職
／
若

干
名　

対
象：
昭
和
54
年
４
月
２

日
～
平
成
３
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
で
、
民
間
企
業
ま
た
は
公

務
員
の
勤
務
経
験
が
同
一
事
務
所

で
５
年
以
上
連
続
し
て
従
事
し
た

経
験
が
あ
る
方　

試
験
日
：【
第
１

次
試
験
】
10
月
20
日（
日
）　

試

験
内
容：
基
礎
能
力
検
査
・
事
務

適
正
検
査
・
職
場
適
応
性
検
査
・

面
接
試
験　

そ
の
他：
第
２
次
試

験
の
日
時
な
ど
は
第
１
次
試
験
合

格
者
に
後
日
通
知　

申
込
：
９
月

20
日（
金
）ま
で
に
人
事
課
に
あ
る

受
験
申
込
書（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
・
郵
送
・
市
Ｈ
Ｐ
に

て※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
人
事
課

☎
23‐７
４
０
４

23‐０
１
８
０

田
原
福
祉
専
門
学
校

令
和
２
年
度
新
入
学
生

１
０
０
４
２
６
６

　
介
護
福
祉
学
科
に
入
学
を
希
望

さ
れ
る
方
の
入
学
試
験
を
行
い
ま

す
。

試
験
種
別：
①
推
薦
入
学
試
験
②

一
般
・
社
会
人
入
学
試
験　

試
験

日：
①
10
月
19
日（
土
）
②
11
月
２

日（
土
）
出
願
期
間：
①
10
月
１
日

（
火
）～
10
日（
木
）
②
10
月
15
日

（
火
）～
24
日（
木
）　

試
験：
作
文

と
面
接　

申
込：
田
原
福
祉
専
門

学
校
に
あ
る
所
定
の
出
願
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
学
検
定

料
１
万
５
０
０
０
円
を
振
り
込
み

の
上
、
出
願
期
間
内
に
提
出
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）　

そ
の
他：
入
学
試
験
は
令
和
２
年

３
月
ま
で
に
計
５
回
実
施

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

田
原
市
立
小・中
学
校

常
勤・非
常
勤
講
師

応
募
資
格：
次
の
要
件
を
い
ず
れ

も
満
た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で

学
校
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
め
る

方
②
教
員
免
許
状
所
持
者
（
採
用

時
に
取
得
見
込
み
の
方
も
可
）　

受
付
期
間：
随
時
（
市
役
所
執
務

時
間
中
）　
申
込：
市
販
の
履
歴
書

に
顔
写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
教
員
免
許
状
所
持
者

は
免
許
状
を
持
参
し
、
直
接
提
出

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

公
共
駐
車
場 

指
定
管
理
者

１
０
０
６
４
２
０

募
集
施
設：
田
原
駅
南
公
共
駐
車

場
お
よ
び
田
原
駅
公
共
駐
輪
場

対
象：法
人
ま
た
は
団
体
な
ど（
個

人
の
応
募
不
可
）　
申
込
締
切：10

月
９
日（
水
）
正
午

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
２
４

22‐３
８
１
１

#
一
番
住
み
た
い
愛
知

Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９

　

愛
知
県
は
、「
愛
知
県
の
素
敵

な
ヒ
ト・モ
ノ・コ
ト・バ
シ
ョ
」
の
写

真
を
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
タ
イ
ト
ル
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

を
付
け
て
投
稿
す
る
作
品
を
募
集

中
。
優
秀
作
品
に
は
、
愛
知
県
ゆ

か
り
の
す
て
き
な
賞
品
を
贈
呈
。

投
稿
期
限：10
月
31
日（
木
）

※
詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ
（http://turns.

jp/29277

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

▼
愛
知
県
政
策
企
画
局
企
画
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
０
８
９

イ
ベ
ン
ト

カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
２
０
１
９

１
０
０
６
４
５
２

日
時：９
月
15
日（
日
）午
前
11
時

～
午
後
４
時　
場
所：
豊
橋
駅
南

口
駅
前
広
場　
内
容：バ
ス
運
転
手

体
験
、自
転
車
シ
ョ
ー
、物
産
展（
豊

鉄
バ
ス
利
用
で
特
典
あ
り
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
27‐８
６
０
３

22‐３
８
１
１

お
し
ら
せ
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豊
川
用
水
の
ト
ン
ネ
ル
を

ト
ロ
ッ
コ
で
走
ろ
う
！

日
時：
９
月
22
日（
日
）午
前
９
時

～
午
後
５
時　
対
象：
小
学
生
以

上　

場
所：
豊
川
用
水
赤
羽
根
ト

ン
ネ
ル
赤
羽
根
施
工
ヤ
ー
ド
、
伊

川
津
施
工
ヤ
ー
ド　

内
容：
ト
ン

ネ
ル
工
事
現
場
を
ト
ロ
ッ
コ
で
見

学　
定
員：３
２
０
名　
申
込：９

月
19
日（
木
）ま
で
に
、
電
話
に
て

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ（https://w

w
w

.
akabane-tunnel.com

/

）を
ご
覧

く
だ
さ
い

▼
水
資
源
機
構 

豊
川
用
水
総
合

事
業
部 

豊
橋
支
所 

総
務
用
地
課

（
０
１
２
０
）５
５
１‐６
６
９

秋
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

１
０
０
４
２
７
９

日
時：
９
月
28
日（
土
）午
前
10
時

～
正
午　
場
所：
汐
川
干
潟
（
豊

橋
市
杉
山
町
）　

内
容：
野
鳥
や

干
潟
の
生
き
物
の
観
察
会　

参
加

料：無
料　
定
員：50
名（
先
着
順
）

申
込：
９
月
19
日（
木
）ま
で
に
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
に
て（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
は
が
き
の
場
合
は
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
を
明

ス
ポ
ー
ツ
ギ
ネ
ス
大
会

１
０
０
４
３
０
３

日
時：
10
月
13
日（
日
）午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分　
場
所：

総
合
体
育
館
、
は
な
の
き
広
場

種
目：
リ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、ペ
タ

ン
ク
、フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、タ
ー
ゲ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、二
人
三
脚
、大
縄
跳
び
、

ス
ラ
ロ
ー
ム
ド
リ
ブ
ル
、デ
ィ
ス
ゲ
ッ

タ
ー
フ
ー
プ
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

参
加
料：
無
料　

申
込：
当
日
、
受
付
に
て　

持
ち

物：
運
動
靴
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
な
ど

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

１
０
０
６
４
４
０

日
時：
10
月
13
日（
日
）午
後
２
時

～
５
時　

場
所：
総
合
体
育
館
、

は
な
の
き
広
場　
内
容：誰
で
も
気

軽
に
で
き
る
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト　

参
加

料：
無
料　
申
込：
当
日
、
受
付
に

て　

持
ち
物：
運
動
靴
、
体
育
館

シュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
な
ど

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

記
）　
持
ち
物：
長
靴
、
ス
コッ
プ
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時：
９
月
29
日（
日
）午
後
２
時

開
演
（
30
分
前
開
場
）　
場
所：渥

美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
他

内
容：
魅
惑
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

～
情
熱
と
哀
愁
の
世
界
～　
入
場

料：
９
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

／
当
日
１
０
０
０
円　

チ
ケ
ッ

ト：市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
（
森
下
）

☎
０
９
０‐４
２
１
３‐０
５
９
６

た
っ
ぷ
く
祭 

１
０
０
５
１
３
２

日
時：
10
月
５
日（
土
）午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時　
場
所：
田
原

福
祉
専
門
学
校　

内
容
：
お
茶
席

や
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、

バ
ザ
ー
、
手
浴
な
ど

（
変
更
の
場
合
あ
り
）

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

講
座

菜
の
花
エ
コ・エ
ネ
ル
ギ
ー

ツ
ア
ー
　

 

１
０
０
０
８
９
３

対
象：小
学
生
以
上　
日
時：10
月

５
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

集
合
場
所：
市
役
所
北
玄
関　

内

容：
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
構
想
の
紹
介
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
設
の
見
学
、菜
の
花
種
ま
き（
雨

天
の
場
合
は
菜
種
搾
油
体
験
）、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど　

定
員：
20

名
（
抽
選
）　
参
加
料：無
料　
申

込：
９
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２
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９
月
28
日（
土
）ま
で
に
直
接
・
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を

明
記
）　
そ
の
他：講
習
修
了
者
に

修
了
証
を
交
付
／
た
は
ら
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45‐４
１
１
９

45‐４
１
２
０

神
経
難
病
講
演
会

対
象：患
者
・
家
族
お
よ
び
医
療
・

保
健
・
福
祉
分
野
の
関
係
者
な
ど

日
時：10
月
３
日（
木
）午
後
２
時
～

４
時　

場
所：
東
三
河
総
合
庁
舎 

大
会
議
室　

内
容：
神
経
難
病
の

治
療
と
生
活
に
つ
い
て　
講
師：
安

城
更
生
病
院 

脳
神
経
内
科
医 

杉

浦
真
氏　

定
員：
１
０
０
名
（
先

着
順
）　

参
加
料：
無
料　

申
込：

９
月
26
日（
木
）ま
で
に
電
話
に
て

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
１
８
９

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

家
族
教
室（
統
合
失
調
症
）

１
０
０
４
２
５
９

対
象：統
合
失
調
症
患
者
の
家
族

日
時
／
内
容
／
講
師：表
の
通
り

場
所：
や
ね
の
に
っ
ぽ
う
ホ
ー
ル
豊

定
員：38
名　
内
容：①
上
流
域
を

尋
ね
て（
白
髭
神
社
・
巴
山
、
つ
く

で
交
流
館
、
古
宮
城
址
、
見
代
発

電
所
跡
）
②
下
流
域
を
尋
ね
て（
万

場
調
整
池
・
サ
ン
テ
パ
ル
ク
・
初
立

池
・
蔵
王
山
）　
費
用：５
０
０
円

そ
の
他：
各
行
程
と
も
田
原
市
役

所
か
ら
バ
ス
移
動　
申
込：開
催
日

10
日
前
ま
で
に
田
原
市
役
所
、
豊

川
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
Ｈ
Ｐ
（http://

toyogawa.dosugoi.net/

）
な
ど
に

あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

▼
豊
川
流
域
圏
づ
く
り
協
議
会
事
務

局
（
〒
４
４
１‐１
４
１
４　
新
城
市

作
手
清
岳
字
タ
イ
コ
ヤ
シ
キ
１‐23
）

☎
（
０
５
３
６
）37‐２
２
６
１

普
通
救
命
講
習

１
０
０
６
４
０
３

対
象：
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
方　

日
時：
９
月
29
日（
日
）午

前
９
時
～
正
午　

場
所：
消
防
署

赤
羽
根
分
署　

内
容：
心
肺
蘇
生

法
や
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去

法
な
ど
を
学
ぶ　
定
員：20
名（
先

着
順
）　

受
講
料：
無
料　

申
込：

婚
活
イ
ベ
ン
ト「
再
婚
活
」

 

１
０
０
６
４
１
４

対
象：
再
婚
を
希
望
さ
れ
る
方
ま

た
は
、
再
婚
を
理
解
す
る
25
～
50

歳
の
独
身
男
女（
男
性
は
市
内
在

住
ま
た
は
在
勤
／
女
性
は
地
域
不

問
）　
日
時：10
月
20
日（
日
）午
前

10
時
～
午
後
３
時　

場
所：
田
原

福
祉
セ
ン
タ
ー　

内
容：
会
話
中

心
の
楽
し
い
交
流　

参
加
料：
男

性
３
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０

円（
昼
食
代
含
む
）　

定
員：
各
12

名（
抽
選
）　

持
ち
物：
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）　
申
込：

９
月
30
日（
月
）ま
で
に
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
氏

名
・
性
別
・
住
所
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ

あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
23‐３
０
０
９

23‐３
９
７
０

豊
川
流
域
圏
を
知
る
上
下
流
域

体
感
ツ
ア
ー
２
０
１
９

対
象：
18
歳
以
上
で
軽
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
で
き
る
方　

期
日：
①

10
月
５
日（
土
）②
10
月
19
日（
土
）

川（
プ
リ
オ
５
階
）第
３
催
事
場　

定
員：
30
名
（
先
着
順
）　

参
加

料：
無
料　

申
込：
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

第
１
回
労
働
講
座１

０
０
６
３
９
０

対
象：
事
業
主
、
人
事
労
務
担
当

者
そ
の
他
関
心
の
あ
る
方　

日

時：
９
月
19
日（
木
）午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分　

場
所：
東
三
河

総
合
庁
舎 

大
会
議
室　

内
容：

【
第一部
】障
害
者
の
雇
用
支
援【
第

二
部
】
外
国
人
に
関
す
る
労
務
管

理
実
務　
講
師：【
第一部
】地
方
障

害
者
雇
用
担
当
官 

吉
田
学
氏
【
第

二
部
】社
会
保
険
労
務
士 

佐
藤
和

之
氏　
定
員：60
名
（
先
着
順
）　

参
加
料：無
料　
申
込：９
月
12
日

（
木
）ま
で
に
電
話
に
て

▼
愛
知
県
東
三
河
総
局
企
画
調
整

部
産
業
労
働
課

☎（
０
５
３
２
）54‐２
５
８
２

（
０
５
３
２
）54‐７
２
３
９

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
９
月
11
日（
水
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　

場
所：
崋
山

会
館　

内
容：
二
度
書
き
直
さ
れ

た
外
国
事
情
書　

講
師：
崋
山
・

史
学
研
究
会
員 

石
川
洋
一
氏　

受
講
料：無
料　
申
込：当
日
、
受

付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

日時 内容・講師

第１回
10／４金
14：00～
15：30

「統合失調症―病気の理解と家族としての心
がけー」　岩屋病院医師 杉田知己氏

第２回
10／17木
14：00～
15：30

「薬の効果・副作用と適切な飲み方について」
岩屋病院薬剤師　山田麗子氏

第３回
10／29火
14：00～
15：30

当事者の体験談＆家族交流会
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生
涯
学
習
連
続
講
座（
後
期
）

「
し
お
さ
い
大
学
」

１
０
０
１
１
２
７

テ
ー
マ：
健
康
づ
く
り
と
生
き
が

い
の
あ
る
豊
か
な
人
生
を
め
ざ
し

て　

対
象：
で
き
る
だ
け
連
続
で

受
講
で
き
る
方
（
60
歳
以
上
の
方

優
先
）　
期
日
／
内
容：表
の
通
り

時
間：
原
則
、
午
後
１
時
30
分
～

３
時　

場
所：
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
他　
定
員：各
60
名
程
度（
抽

選
）　

受
講
料：
無
料（
材
料
費
は

実
費
）　
申
込：９
月
20
日（
金
）ま

で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

１
０
０
１
１
２
７

講
座
名：
再
発
見
！
東
三
河
の
宝

秋
編　

対
象：
全
４
回
参
加
で
き

る
方
で
東
三
河
在
住
、
在
勤
の
方

優
先　

日
時
／
テ
ー
マ
／
場
所

（
現
地
集
合
・
解
散
）：表
の
通
り　
定

員：
50
名
（
抽
選
）　

受
講
料：
無

料　

申
込：
９
月
25
日（
水
）ま
で

に
電
話
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

市
民
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
１
１
２
７

教
室
名
／
日
時
／
受
講
料：
表
の

通
り　
場
所：田
原
文
化
会
館
他

定
員：
各
10
組
（
抽
選
）　

申
込：

開
講
２
週
間
前
ま
で
に
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
教

室
名
・
参
加
者
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

生
活

令
和
２
年
田
原
市
成
人
式

を
行
い
ま
す

日
時：
令
和
２
年
１
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
～　

場
所：
田
原
市
総

合
体
育
館　

案
内
状：
11
月
末
現

在
で
田
原
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
12
月
初
旬
ご
ろ
送
付

※
詳
細
は
広
報
た
は
ら
11
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う　
　

１
０
０
１
０
０
７

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適

な
生
活
環
境

を
つ
く
る
と

と
も
に
、
海

や
川
を
汚
染

か
ら
守
る
た

め
の
施
設
で

す
。

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
故
障
の
原
因
に
な
り
、
適

切
な
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

期日 内容
10／24木 シェルマよしごで縄文体験
11／20水 ４倍お得な図書館「超」活用法
12／16月 季節を楽しむ料理教室

R２／1／15水 菜の花エコプロジェクトを学ぼう！

R２／2／19水 いざという時のためにできること
～救急講習入門～

R２／3／18水 気分は学生？！なオイシイ体験
～給食センター見学～

日時 テーマ／場所
10／18金
13：30～15：30

秋の風薫る伊良湖岬先端を歩く
（田原市）

11／1金
10：00～12：30

戦国ロマンを味わう名城巡り～古宮城・亀
山城～（新城市）

11／15金
10：00～12：00

東栄町の民話・神話の地を訪ねて
（東栄町）

11／29金
10：00～12：30

旧一宮町の史跡と文化財を訪ねる
（豊川市）

教室名（受講料／材料費） 日時
はじめての編み物

（1,200円／各回1,500円程度～） 初回：10/3（全6回）10：00～12：00

はじめての二胡 入門クラス
（1,000円／500円） 初回：10/1（全5回）10：15～11：00

指先で描く パステル和みアート
（1,000円／各回500円） 初回：10/3（全5回）10：00～11：00

ウクレレで唄おう
（2,000円／各回500円） 初回：10/10（全10回）14：00～15：00

縫わずに作るポーチ・がま口
（1,000円／各回1,500円） 初回：10/16（全5回）13：00～15：00

簡単つまみ細工教室
（1,000円／各回1,500円） 初回：10/16（全5回）10：00～12：00

香りのインテリア　アロマワックスサシェ
（800円／各回1,300円） 初回：10/29（全4回）10：30～12：00

ハーバリウム＆ハーバリウム雑貨作り
（600円／各回1,500円～） 初回：10/16（全3回）10：30～11：30

お花とロウでワックスアート
（600円／各回1,800円） 初回：10/22（全3回）10：30～12：00

０才からおやこでパステル手形・足形アート
（1,000円／各回500円） 初回：10/18（全5回）10：00～11：00

ママと赤ちゃんの楽しい時間
（1,000円／200円） 初回：R2/1/24（全5回）10：00～11：00
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ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談

１
０
０
２
２
９
７

　
生
活
や
子
育
て
、
就
業
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所：市
役
所
子
育
て
支
援
課（
北

庁
舎
１
階
）　

時
間
：
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
（
予
約
優
先
）

そ
の
他：予
約
者
に
限
り
、
田
原・

赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
つ
み

ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
で
も
相
談
可

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23‐３
５
１
３

23‐３
５
４
５

田
原
市
観
光
事
業
者
等

提
案
事
業
補
助
金１

０
０
２
１
１
４

対
象：
市
内
在
住
ま
た
は
事
業
所

が
あ
る
個
人
お
よ
び
事
業
者
が
３

名
以
上
で
組
織
す
る
団
体　
対
象

事
業：
観
光
誘
客
や
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
促
進
の
た
め
の
催
事
、
観
光

客
の
利
便
向
上
や
観
光
に
関
す
る

人
材
育
成
の
た
め
の
調
査
、
研
究

お
よ
び
研
修
な
ど　

募
集
期
限：

９
月
30
日（
月
）　

採
択
決
定：
10

月
中
旬　

事
業
開
始：
補
助
金
交

付
決
定
後　

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

ま
す
。

　
咳
が
2
週
間
以
上
続
く
、
痰
が

出
る
、
発
熱
す
る
、
急
に
体
重
が

減
る
、
身
体
が
だ
る
い
、
食
欲
が

な
い
、
寝
汗
が
出
る
な
ど
の
症
状

が
あ
っ
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
１
８
９

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

都
市
計
画
の
変
更
案
に
関
す

る
説
明
会   

１
０
０
６
４
１
０

　
次
の
都
市
計
画
変
更
案
に
関
す

る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

田
原
赤
羽
根
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
に
伴
う
も
の

・
用
途
地
域
の
変
更（
田
原
赤
羽

根
地
区
）

・
地
区
計
画
の
決
定（
田
原
赤
羽

根
地
区
）

建
築
基
準
法
改
正
に
伴
い
記
載
内

容
に
条
項
ず
れ
が
生
じ
た
も
の

・
高
度
利
用
地
区
の
変
更（
田
原

中
央
第
１
地
区
・
第
２
地
区
）

日
時：９
月
19
日（
木
）午
後
７
時

場
所：
市
役
所
大
会
議
室
（
北
庁

舎
１
階
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
土
～
30
日
月

１
０
０
３
０
３
７

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
次

の
運
動
重
点
に
よ
り
展
開
し
、
交

通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

▪
運
動
重
点

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な

通
行
の
確
保

◦
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止

◦
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

結
核
予
防
週
間

９
月
24
日
火
～
30
日
月

　
昨
年
、豊
川
保
健
所
管
内
で
は
、

34
名
の
結
核
患
者
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
70
歳
以
上
の
方
は

16
名
で
あ
り
、
約
半
数
を
占
め
て

い
ま
す
。
結
核
は
、
今
で
も
日
本

の
重
大
な
感
染
症
で
す
。
結
核
の

初
期
症
状
は
風
邪
と
よ
く
似
て
い

井
戸
水
を
飲
用
に
使
用
し
て

い
る
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

１
０
０
４
２
６
０

　
井
戸
水
を
飲
用
に
使
用
し
て
い

る
場
合
は
、
使
う
人
が
自
分
自
身

で
井
戸
な
ど
の
施
設
や
水
質
の
管

理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
井
戸
な
ど
の
施
設
と
そ
の
周
辺

の
点
検
・
清
掃
を
行
い
、
清
潔

に
保
ち
ま
し
ょ
う

・
井
戸
水
の
色
、濁
り
、に
お
い
、

味
に
異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う

・
塩
素
消
毒
や
煮
沸
を
し
ま
し
ょ

う
・
年
１
回
以
上
、
水
質
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う

・
水
質
が
良
い
井
戸
な
ど
も
、
今

後
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
飲
用
水
に
は
水
道
水

の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

■日頃の備え
・避難場所はどこか、避難経路はどの道か、実
際に歩いて確認しましょう
・大規模な災害が発生し、家族が離れ離れに
なったときの連絡方法、落ち合う場所などにつ
いて話し合いましょう。連絡手段は複数の手段
を考え、実際に試しておくと効果的です　

■暮らしの中の地震対策
・転倒する恐れのある家具や冷蔵庫は、必ず固
定しておきましょう
・避難経路を確保するため、家具などの配置を
見直しましょう
・割れたガラスに備え、枕元に靴を用意しておき
ましょう
・１週間程度の食料や飲料水を準備しておきま
しょう
・避難に備え、非常持出袋を準備しておきましょ
う

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　2019年の累計

7月

●人身15件（86件）
●負傷23人（124人）
●死亡0人（0人）
●物損114件（735件）

●侵入盗2件（11件）
●乗物盗2件（6件）
●非侵入盗5件（35件）

●火災1件（17件）
●救急217件（1381件）

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより
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愛
知
県
防
災
航
空
隊
と
の

救
助
合
同
訓
練
に
伴
う
立

ち
入
り
制
限
に
ご
協
力
く

だ
さ
い　
　

１
０
０
６
４
０
４

日
時：
10
月
４
日（
金
）午
前
10
時

～
正
午
ご
ろ　

場
所：
衣
笠
山
お

よ
び
白
谷
海
浜
公
園
芝
生
広
場
周

辺　

そ
の
他：
天
候
不
良
お
よ
び

災
害
出
動
の
場
合
は
中
止

▼
田
原
市
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
集
い

対
象
：
オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
の
保
有
者
）と
そ
の
家
族

日
時：
10
月
26
日（
土
）午
後
１
時

～
５
時 

場
所：
豊
橋
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
あ
い
ト
ピ
ア　

内
容：

【
講
演
１
】
オ
ス
ト
メ
イ
ト
終
活
支

援
研
修
会
の
企
画
と
運
営［
講
師
］

前
川
厚
子
氏
（
名
古
屋
大
学
名
誉

教
授
）【
講
演
２
】老
後
の
ス
ト
マ
ー

ケ
ア
［
講
師
］
小
椋
泰
子
氏
（
豊

橋
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
管
理
者
）【
講
演
３
】
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ　
参
加
料：無
料

▼
つ
つ
じ
の
会　
東
三
河
オ
ス
ト
メ

イ
ト
の
会
田
原
担
当
（
鈴
木
）

☎
22‐３
３
４
７

10
月
１
日「
法
の
日
」記
念
事
業

無
料
相
談（
弁
護
士
・
司
法
書

士・法
務
局
）

▪
無
料
弁
護
士
相
談

日
時
／
場
所：
10
月
６
日（
日
）
正

午
～
午
後
２
時
／
豊
橋
商
工
会
議

所
５
階　
定
員：25
名（
先
着
順
）

申
込：
９
月
12
日（
木
）～
26
日

（
木
）の
期
間
に
電
話
に
て　
そ
の

他：記
念
講
演
会
（
講
師 

池
谷
裕

二
氏
）
あ
り
／
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
愛
知
県
弁
護
士
会
東
三
河
支
部

☎（
０
５
３
２
）52‐５
９
４
６

▪
無
料
司
法
書
士
相
談

日
時
／
場
所：10
月
８
日（
火
）午
前

10
時
～
午
後
１
時
／
田
原
福
祉
セ

ン
タ
ー
相
談
室
１・３　
内
容：
登

記
・
民
事
お
よ
び
家
庭
裁
判
所
の

手
続
き
・
遺
言
の
作
成
に
関
す
る

こ
と　

申
込：
事
前
に
電
話
ま
た

は
当
日
会
場
に
て（
先
着
順
）

▼
愛
知
県
司
法
書
士
会
東
三
河
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54‐５
６
６
５

▪
法
務
局
休
日
相
談
所

日
時
／
場
所：10
月
６
日（
日
）
午

前
10
時
～
午
後
４
時
／
名
古
屋
法

務
局　

内
容：
法
務
局
業
務
（
登

記
・
筆
界
特
定
・
人
権
擁
護
お
よ

び
供
託
な
ど
）、
遺
言
な
ど
の
公

正
証
書
の
作
成
、
法
律
相
談
、
心

配
事
な
ど
に
関
す
る
こ
と　

申

込：
電
話
に
て（
要
予
約
）　

そ
の

他：
市
民
講
座
あ
り
／
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
名
古
屋
法
務
局
民
事
行
政
調
査

官
室

☎（
０
５
２
）９
５
２‐８
１
７
０

私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
を

補
助
し
ま
す

１
０
０
４
３
０
２

対
象：
市
内
在
住
の
方
で
、
10
月

１
日
現
在
、
全
日
制
ま
た
は
定
時

制
の
私
立
高
等
学
校
に
通
い
、
各

学
校
の
特
待
生
ま
た
は
奨
学
生
と

し
て
授
業
料
を
免
除
さ
れ
て
い
な
い

生
徒
の
保
護
者（
授
業
料
負
担
者
）

補
助
額：１
万
２
０
０
０
円（
年
額
）

申
込：10
月
１
日（
火
）～
31
日（
木
）

の
期
間
に
、
各
高
等
学
校
ま
た
は

教
育
総
務
課
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
提
出

（
在
学
証
明
書
・
保
護
者
名
義
の

口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
・
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
教
育
総
務
課

☎
23‐３
５
３
０

22‐３
８
１
１

寄
付

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま

す
。

▼
７
月
22
日
、
田
原
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
会
長 

藤
城
隆
雄
様
か
ら

教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
、
学
芸

会
劇
・
舞
踊
用
は
か
ま
４
枚
。

税

公
的
年
金
か
ら
の

市
民
税・県
民
税
の
天
引
き

１
０
０
０
７
８
０

　
満
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
（
昭
和

28
年
４
月
３
日
～
29
年
４
月
２
日

生
ま
れ
の
方
）
な
ど
で
、
10
月
支

給
の
公
的
年
金
か
ら
市
民
税
・
県

民
税
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
が

始
ま
る
方
が
い
ま
す
。

　
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対
象
者

に
は
、
６
月
中
旬
に
市
か
ら
送
付

し
た
納
税
通
知
書
に
特
別
徴
収
予

定
の
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

ご
存
知
で
す
か
？

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度

対
象：
65
歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
同
一

世
帯
の
全
員
が
非
課
税
の
方　
内

容：
年
金
収
入
の
低
い
方
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
、
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
す
る
も
の　

申
込：

9
月
上
旬
か
ら
対
象
者
の
方
に
年

金
機
構
か
ら
順
次
送
付
さ
れ
る
通

知
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
郵
送
に
て　

そ
の
他：
４
月

2
日
以
降
の
世
帯
変
更
で
対
象
に

な
っ
た
方
は
通
知
が
届
か
な
い
た

め
、
各
自
で
の
申
請
が
必
要
で
す

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33‐４
１
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐０
１
８
０
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金 土 日

30 31 9/1

6 7 8
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

13 14 15
おはなしポケット  
10:30～ と保護者

おはなし会
14：00～

おはなし会
10：30～

20 21 22 妊婦さ～ん集まれ
赤ちゃんサロン
9：30～10:30 0歳児と保護者
※童浦・野田校区

10：00～ 令和元年11月～令
和2年1月出産予定の方
子ども工作教室「とばして遊ぼう」
10：00～ 以上
※先着100名

27 親子リトミック  28 おはなし会 29
10：30～ と保護者
赤ちゃんサロン
9：30～10:30 0歳児と保護者
※衣笠・南部校区

10：30～
パパのための出産準備クラス
9：30～ 市内在住で初めてパ
パになる方および妊婦さん

4 5 6
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

※毎週水曜休館
◆時間：【平日】9：00～12：

00、13：00～17:00
　【 土・日・祝 日 】9 : 0 0 ～

17:00

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3木曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳

幼児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽

根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

【対象】市内在住、在勤、在学の方（子どもを持つ親対象）
【日時 / 場所】10 月 21 日（月）9：00 ～ 12：00/ 赤羽根福祉センター１階会議室
【内容】乳児、小児に対する事故防止、応急手当て（心肺蘇生法、AED）を学ぶ
【定員 / 参加料】20 名（先着順）/ 無料
【申込】１０月 10 日（木）までに、直接・電話、FAX・Ｅメールにて（ＦＡＸ・Ｅメールの場合
は、件名を「パパママ普通救命講習申込み」とし、住所・氏名・生年月日・性別・電話番号・
職業・託児の有無「子どもの氏名、年齢」を明記）

【その他】講習修了者に修了証を交付／たはら健康マイレージ対象

▶消防署赤羽根分署☎ 45-4119 45-4120  akabaneb@city.tahara.aichi.jp

パパママ普通救命講習　　　　　　　　　　　　 　　 １００6418

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児
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月 火 水 木

26 27 28 29
工作「プラバン」  

（～9月1日日） 以上
おはなし会
10：30～

2 3 出前図書館 4 5
10:45～11:45 どなたでも
チャレンジ「タングラム」  

（～8日日） 以上
のりもの  

（～6日金）

おはなし会
10：30～

9 10 11 12
ジャンボカボチャ展示

（～17日火）どなたでも
のりもの  

（～13日金）
アイデア工作  

（～13日金） 以上

おはなし会
10：30～、11:00～

16 17 赤ちゃんサロン 18 19
工作「紙皿工作すいぞくかん」  

（～29日日） 以上
9：30～10:30 0歳児と保護者
※中部・高松・赤羽根・若戸校区

（和地・堀切・伊良湖・亀山・福江・清
田・泉校区は同時刻にあつみライ
フランドで開催）

トイレトレーニング＆卒乳について
10：30～11：00
おはなし会
10：30～、11:00～

口の発達について（歯磨き）
10：30～11：00
子育て相談（家庭相談員）
9：30～12：00

23 24 25 26
赤ちゃんサロン
9：30～10:30
0歳児と保護者
※神戸・大草・東部・六連校区

おはなし会
10：30～

30 10/1 2 3
おはなし会
10：30～

【対象】市内在住の幼児（年中）～小学生（保護者同伴）
【日時 / 場所】10 月 19 日（土）9：30 ～ 12：00/ 親子交流館
【内容】親子で楽しむクッキング講座 /「ベジエール渥美」の
皆さんを講師に招き、家庭で親子で作れる料理を作ります

【定員 / 参加料】20 名（先着順）/1 名 500 円
【申込】10 月 7 日（月）までに、電話・FAX にて（FAX・は
がきの場合は、住所・氏名・年齢・電話番号を明記）

▶田原市親子交流館すくっと
　☎ 23-1510 23-1517

親子クッキング教室　　　　　   １００6439

　聞こえと言葉に心配のあるお子さんの教育相談を
行っています。聴覚に障害のあるお子さんの教育は、
早期開始が大切です。電話での相談も受け付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。

【対象】聴覚障害乳幼児（就学前）【受付日時】月～金曜
9：00 ～17：00【相談内容】聴力の測定（聞こえの状
態の確認）・言葉の育て方・人工内耳・補聴器・子育て

▶愛知県立豊橋聾学校（豊橋市草間町）
　☎（0532）45-2049 （0532）47-7545

聞こえと言葉に心配のある乳幼児の教育相談

場  

所

2019 September
イベントカレンダー9月 渥美図書館

赤羽根図書館
中央図書館

さくらルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
すくっと
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

▪
食
器
選
び
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
次
の
便
利
グ
ッ
ズ
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、口
の
機
能
の
発
達
を
阻
害
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。用
途
や
機
会
に
合
わ

せ
て
使
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
ス
ト
ロ
ー
付
き
マ
グ
カ
ッ
プ

　
舌
の
先
の
筋
肉
を
使
わ
ず
に
吸
っ
て
し

ま
う
た
め
、口
の
機
能
が
発
達
し
ま
せ
ん
。

８
～
９
カ
月
ご
ろ
か
ら
使
用
す
る
子
が
多

い
で
す
が
、ス
ト
ロ
ー
付
き
マ
グ
カ
ッ
プ

は
、外
出
時
の
み
に
使
い
、コ
ッ
プ
飲
み
も

で
き
る
よ
う
に
練
習
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

●
適
切
な
大
き
さ
の
ス
プ
ー
ン

　

深
い
ス
プ
ー
ン
は
、た
く
さ
ん
食
べ
物

を
す
く
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、多
く
の

食
べ
物
を
一
度
に
口
の
中
に
入
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。た
く
さ
ん
口
の
中
に
入
れ

て
し
ま
う
と
、丸
飲
み
の
原
因
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。ス
プ
ー
ン
の
大
き
さ
は
子

ど
も
の
口
の
幅
の
3
分
の
２
く
ら
い
で
、

深
す
ぎ
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

▪
正
し
い
姿
勢
で
食
事
を
し
よ
う

　

椅
子
や
机
は
、成

長
に
合
わ
せ
て
高

さ
を
工
夫
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で

す
。椅
子
に
座
る
時

は
、踏
み
台
な
ど
を

利
用
し
、足
が
着
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▪
み
ん
な
で
楽
し
く
食
事
を
し
よ
う

　

子
ど
も
は
食
べ
方
な
ど
、大
人
の
食
事

の
仕
方
を
見
て
学
習
し
て
い
き
ま
す
。自

分
で
食
べ
た
い
と
い
う
意
欲
を
大
切
に

し
、楽
し
い
雰
囲
気
で
み
ん
な
で
食
事
を

す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
栄
養
バ
イ
キ
ン
グ
講
座

　
自
分
に
合
っ
た
食
事
量
を
実
際
に
食
べ

て
、
楽
し
く
学
ぶ
教
室
で
す
。

【
対
象
】市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方【
場

所
・
期
日
・
時
間
】
表
の
通
り
【
内
容
】

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
つ
い
て
の
講
義

と
バ
イ
キ
ン
グ
実
習（
調
理
実
習
は
あ
り

ま
せ
ん
）【
定
員
】
各
回
20
名（
先
着
順
）

※
託
児
は
５
名
ま
で（
先
着
順
）【
受
講
料
】

各
回
３
０
０
円
【
申
込
】
各
回
の
１
週
間

前
ま
で
に
電
話
に
て　

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

子
ど
も
の「
か
む
力
」と
離
乳
食

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、母
乳
や
ミ
ル
ク
な
ど
の

液
体
を「
飲
む
力
」を
先
天
的
に
身
に
付
け

て
い
ま
す
が
、「
か
ん
で
食
べ
る
能
力
」は

後
天
的
に
身
に
付
け
る
も
の
で
、離
乳
食

を
通
し
て
、「
食
べ
る
」こ
と
を
学
習
し
て

い
き
ま
す
。歯
の
状
態
や
口
の
機
能
に
合

わ
せ
て
離
乳
食
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

▪
離
乳
食
の
上
手
な
食
べ
さ
せ
方

❶
ス
プ
ー
ン
を
下
唇
の
上
に
置
き
ま
す

❷
上
唇
が
閉
じ
る
の
を
待
ち
、ス
プ
ー
ン

を
平
行
に
引
き
抜
き
ま
す

❸
も
ぐ
も
ぐ
口
を
動
か
す
と
こ
ろ
を
見
せ

た
り
、「
も
ぐ
も
ぐ
し
よ
う
ね
」と
声
を

掛
け
た
り
し
な
が
ら
あ
げ
ま
し
ょ
う

　　

ス
プ
ー
ン
を
舌
の
上
に
置
い
た
り
、上

あ
ご
に
つ
け
て
上
に
引
き
抜
く
よ
う
に
与

え
た
り
す
る
と
、喉
に
そ
の
ま
ま
食
べ
物

が
落
ち
て
し
ま
い
、口
を
動
か
す
習
慣
が

付
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●❶ ●❸●❷

筋肉の緊張状態が続くことで起こる血行不良が
慢性腰痛の原因の一つと考えられています。お
尻のストレッチで筋肉をほぐし、腰痛予防をしまし
ょう。
スポーツ課☎23-3531

❶両手を広げて仰向けに寝て、ゆっくり息を吐きながら右膝を曲げる。
❷曲げた右膝を左側に倒して一呼吸する。
❸お尻の筋肉が伸びているのを感じながら、さらにゆっくり膝を伸ばし、
その姿勢を４～５秒キープし、ゆっくり仰向けの姿勢に戻す。

※①から③を左右交互に数回繰り返す。
　ストレッチは、入浴後など体が温まっている状態で行いましょう
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

9月22日（日） 田原市赤羽根診療所 ☎45‐3505
小原歯科 ☎25‐1139

9月23日（月・祝） 永井医院 ☎22‐0227
ふくしま歯科医院 ☎37‐1182

9月29日（日） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

10月6日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
金田歯科医院 ☎24‐1800

月　日 当直医 電話番号

9月8日（日）

おかだクリニック ☎37‐0001
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
おおかわ歯科 ☎22‐4182

9月15日（日）
富永医院 ☎23‐1316
きまた眼科 ☎23‐1092
清栄歯科クリニック ☎33‐0657

9月16日（月・祝） 川瀬医院 ☎35‐1511
花井歯科医院 ☎23‐1661

▪
薬
と
健
康
の
週
間
　
田
原
市
民
講
演
会

　
運
動
や
食
事
を
ち
ょ
っ
と
工
夫
す
る
だ

け
で
、
生
活
習
慣
病
や
要
介
護
を
予
防
で

き
ま
す
。
心
身
と
も
に
若
々
し
く
、
健
康

で
幸
せ（
健け
ん
こ
う幸
）に
過
ご
す
た
め
の
体
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
方
を
学
ぶ
講
演
会
で
す
。

【
日
時
】
10
月
14
日（
月
・
祝
）午
後
１
時

30
分
開
演（
30
分
前
開
場
）【
場
所
】
田
原

文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル
【
テ
ー
マ
】
人
生

１
０
０
年
時
代
を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の

健
幸
の
習
慣
【
講
師
】
筑
波
大
学
大
学
院

人
間
総
合
科
学
研
究
科
教
授　
久
野
譜
也

氏
【
定
員
】
３
８
０
名
【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
】
10
月
４
日（
金
）ま
で
に
、
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
明
記
）

●
田
原
市
薬
剤
師
会
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

【
内
容
】
骨
密
度
の
測
定
、
血
管
年
齢
の

測
定
、
お
薬
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
【
時
間
】

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分（
整
理

券
配
布
は
午
前
11
時
30
分
～
）【
定
員
】
各

20
人
※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▪｢

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

　

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に

１
７
５
名
の
方
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
の
作
品
も
、
歯
の
大
切
さ
が
描
か

れ
て
い
て
、
歯
を
守
る
こ
と
へ
の
関
心
の

高
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
６
月
２
日（
日
） 

に
開
催
さ
れ
た｢

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル｣

の
来
場
者
の
皆
さ
ん
の
投
票
で
、

入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

 【
特
選
】
石
倉
実
和
（
福
江
小
３
年
）

【
入
選
】
川
上
恋
菜
（
田
原
中
１
年
）

黒
崎
莉
愛
（
童
浦
小
５
年
）

中
神
琴
葉
（
田
原
南
部
小
３
年
）

田
中
咲
彩
（
田
原
南
部
小
４
年
）

河
合
純
礼
（
田
原
中
部
小
６
年
）

場所 期日 時間

田原福祉
センター

（大会議室）

11/26（火）

10：00～
12：30

（受付9：50
～10：00）

R2/1/28（火）※

あつみライ
フランド

11/29（金）

R2/2/5（水）※

◦栄養バイキング講座

※印の日は託児があります
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輪菊
（花／出荷時期：通年）

皇室の紋章にも使われてい
る日本を代表する花です。
全国１位の生産量で約２億７
千万本出荷されています。

花ことば

高貴、高潔

シェフレラホンコン
（鉢花／出荷時期：通年）

緑色の葉が傘を広げたよう
に見えるのが特徴です。環
境に順応しやすく、育てやす
い人気の観葉植物です。

花ことば

とても真面目、実直

農政課  ☎23-3517

花 鉢

42

今月の 9月の

菌
な
ど
が
、
食
道
で
は
な
く
、
肺
や
気
管
支
に

入
り
発
症
し
ま
す
。
70
歳
以
上
の
方
の
肺
炎
の

原
因
の
約
８
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

口
の
中
の
環
境
と
体

の
健
康
は
密
接
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
口
の
ケ

ア
を
す
る
こ
と
は
、
体

の
健
康
を
維
持
す
る
た

め
に
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
特
に
、
寝
た
き
り

な
ど
介
護
が
必
要
な
方
の
場
合
、
口
の
ケ
ア
が

十
分
に
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
次
の
通
り
訪
問
歯
科
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

▪
訪
問
歯
科
検
診
に
つ
い
て

【
対
象
】
65
・
70
・
75
・
80
歳
の
方
で
歯
科
医

院
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
（
お
お
む
ね
要
介

護
３
～
５
の
方
）

【
検
診
内
容
】
歯
や
歯
肉
の
状
態
、
口
の
粘
膜

の
確
認
な
ど
（
義
歯
の
方
も
検
診
で
き
ま
す
）

【
利
用
方
法
】
健
康
課
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る

成
人
歯
科
検
診
受
診
券
を
使
用
し
、
受
診
券
の

裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
訪
問
歯
科
が
可
能
な

歯
科
医
院
へ
電
話
予
約

口
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
注
意
！

　
年
齢
を
重
ね
る
と
体
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化

が
現
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
口
の
中
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

❶
歯
周
病
・
虫
歯

　

加
齢
に
よ
っ
て
歯
茎

が
下
が
り
、
歯
の
根
元

が
あ
ら
わ
に
な
る
と
、

そ
こ
か
ら
虫
歯
に
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
加
齢
に
よ
る
唾
液
の
減
少
で
、
自
浄

作
用
が
弱
ま
る
た
め
、
細
菌
が
増
加
し
や
す
く

歯
周
病
に
も
か
か
り
や
す
い
状
態
に
な
り
ま

す
。

❷
摂
食
・
嚥え
ん
げ下
障
害

　

水
分
や
食
べ
物
を
上
手
に
飲
み
込
め
な
く

な
っ
た
り
、
飲
み
込
ん
だ
も
の
が
誤
っ
て
肺
に

入
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

摂
食
・
嚥
下
障
害
と
い
い
ま
す
。
栄
養
失
調
を

起
こ
し
た
り
、
肺
炎
な
ど
呼
吸
器
の
病
気
に
か

か
り
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

❸
誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎

　
飲
み
込
む
力
が
衰
え
、
口
の
中
の
汚
れ
や
細

【
費
用
】
無
料
（
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
自

己
負
担
が
発
生
し
ま
す
）

▪
60
歳
か
ら
の
健
康
づ
く
り
講
座

　

介
護
予
防
の
た
め
に
必
要
な
知
識
と
し
て
、

口
の
健
康
や
栄
養
、
運
動
、
認
知
症
予
防
な
ど

を
学
ぶ
講
座
で
す
。

【
対
象
】
本
市
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

【
開
催
日
】
10
月
８
日（
火
）・
15
日（
火
）・
23
日

（
水
）・
29
日（
火
）・
11
月
６
日（
水
）・
12
日（
火
）・

19
日（
火
）の
全
７
回　

※
日
程
が
変
更
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

【
場
所
】
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
申
込
期
間
】
９
月
９
日（
月
）～
30
日（
月
）

【
申
込
先
】
高
齢
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

▼
高
齢
福
祉
課　
長
寿
介
護
係　

☎
23‐
３
２
１
７

23‐
３
５
４
５

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
配
食
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、介

護
、各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体
操
教

室
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。市
Ｈ
Ｐ

（

１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す
る
と
詳
し

い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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輪菊
（花／出荷時期：通年）

皇室の紋章にも使われてい
る日本を代表する花です。
全国１位の生産量で約２億７
千万本出荷されています。

花ことば

高貴、高潔

シェフレラホンコン
（鉢花／出荷時期：通年）

緑色の葉が傘を広げたよう
に見えるのが特徴です。環
境に順応しやすく、育てやす
い人気の観葉植物です。

花ことば

とても真面目、実直

農政課  ☎23-3517

花 鉢

42

今月の 9月の

事
業
や
松
く
い
虫
被
害
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た
木
を
切

り
倒
し
、
砕
い
て
チ
ッ
プ
化
し
、
樹
体
内
に
い
る
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
を
駆
除
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地

域
の
協
力
で
、
松
く
い
虫
被

害
の
あ
っ
た
エ
リ
ア
に
「
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
」
に

抵
抗
性
を
持
っ
た
松
の
植
樹

も
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、松
林
へ
の
農
作
物
残ざ
ん
さ渣
や
ご
み
の
投
棄
は
、

松
の
成
長
を
阻
害
し
て
し
ま
い
ま
す
。
大
切
な
松
林

を
守
る
た
め
、
適
切
な
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▪
森
林
法
に
基
づ
く
各
種
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　
県
が
定
め
る
地
域
森
林
計
画
対
象
の
森
林
に
つ
い

て
は
、
伐
採
前
に
、「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
」
を
、
伐
採
後
に
は
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造

林
に
係
る
森
林
の
状
況
報
告
書
」
を
市
町
村
長
に
提

出
す
る
こ
と
が
森
林
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
地
域
森
林
計
画
対
象
の
森
林
の
土

地
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、「
森
林
の
土
地
所
有
者

届
出
書
」
を
市
町
村
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
森
林
法

に
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
制
度
の
適
切
な
運
用
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
森
林
計
画
対
象

森
林
は
、「
マ
ッ
プ
あ
い
ち
」（
愛

知
県
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ア
ク
セ
ス
）
や

市
農
政
課
窓
口
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

豊
か
な
緑
を
守
る
た
め
に
！

　

渥
美
半
島
は
三
河
湾
国
定
公
園
、
渥
美
半
島
県

立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た

美
し
い
自
然
環
境
を
有
し
て
お
り
、
市
の
面
積

１
万
９
１
１
２
 ha
の
う
ち
、５
３
６
４
ha
（
約
28
％
）

が
森
林
面
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林
は
、
土
砂
災

害
の
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
、
私
た
ち
の

生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

▪
松
林
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

　
本
市
の
西
の
浜
の
海
岸
沿
い
に
は
、
砂
浜
か
ら
飛

ん
で
く
る
砂
や
潮
害
か
ら
農
地
を
守
る
た
め
に
造
林

さ
れ
た
松
林
（
飛
砂
防
備
保
安
林
）
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
松
林
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
松
く
い
虫

被
害
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で
健
全
だ
っ

た
松
の
枝
葉
が
赤
く
変
色
し
、
枯
れ
て
し
ま
う
病
気

で
す
。
こ
れ
は
、「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
」
と

い
う
体
長
１
㎜
に

も
満
た
な
い
線
虫

が
樹
体
内
に
入
る

こ
と
で
起
こ
り
ま

す
。

　
松
く
い
虫
被
害

か
ら
松
林
を
守
る

た
め
、
農
薬
の
空

中
散
布
、
樹
幹
注

入
と
い
っ
た
予
防

▲マップあいち
　ＱＲコード

▲農薬の空中散布の様子
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状を皆さんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H30年度 5月
R1年度 5月

H30年度 6月
R1年度 6月

H30年度 7月
R1年度 7月 1,559.12

［田原市調べ］

水質を常に良好に保つよう心がけ、多くの生き物が生息できる環境を作っていきましょう。

●市内５河川の水質検査結果

BＯＤ（㎎/ℓ）

H30 5月 7月 9月 H31 1月 3月 R1 5月

汐川環境基準（目標）
8㎎/ℓ以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

11月

1,446.33

1,385.92

1,317.11

1,488.11

1,411.93

❶食品ロスとは？
　食品ロスとは、まだ食べられるのに廃棄されて
いる食品のことです。農林水産省の『平成 28 年
度食ロス統計調査（推計結果）』によると、国民
一人当たり、お茶碗１杯分（約 139g）が毎日捨
てられています。本市では、野菜、果物、お菓子、
パン、麺類などがよく捨てられています。（平成
30 年度 12 月　本市調査）

❷食品を捨てること＝お金を捨てること
　皆さんの捨てている食品がお金だと思うと、
もったいないことをしていると思いませんか？食
品ロスを減らすことは、家計の節約にもつながり
ます。そこで皆さんに実践してもらいたいのが「3
ない運動」と「3010 運動」です。
◦「3ない運動」とは

◦「３010運動」とは
　外食時の取り組みです。「食べ切れる量を注文
する」「食べられないものを先に伝える」「乾杯後、
30 分間は料理を楽しむ」「食
事会終了前の 10 分間は席に
戻り、料理を楽しむ」など
に取り組みましょう。

❸消費期限と賞味期限について

　
　

　賞味期限が過ぎている食品を安易に捨てずに、
臭いなどを確認し、食べることができるか判断し
ましょう。

▼廃棄物対策課☎ 23-3538

買い過ぎない
【買い過ぎ防止でお財布にもやさしい】
・食品や食材の在庫をチェック
・ばら売り、量売りを購入
・手前に陳列されている商品を購入

作り過ぎない
【無駄なく作ってごみも減る】
・傷みやすい食材から早めに使い切る
・おいしく食べ切れる量を作る
・余ったものをおいしくリメイク

食べ残さない
【食に感謝して残さずおいしく食べよう】
・家族団らんの食卓
・「いただきます」の感謝の気持ち
・「ごちそうさま」で笑顔の食卓

〈食品ロスを減らそう！〉

製造日

品質

安全に
食べられる
限界

●消費期限：期限を過ぎたら食べない方がよい
●賞味期限：おいしく食べることができる期限です

保存日数
消費期限 賞味期限

※まだ食べられる

劣化が比較的遅いもの
（日持ちする食品）

早く悪くなるもの
（痛みやすい食品）

令和元年９月  広報たはら │    │28



中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
  9月▶２日月、9日月、13日金、17日火、
　　　 2４日火、３０日月
10月▶7日月、11日金、15日火、21日月、
　　　 28日月

『カレーライス』
関野吉晴/編　農山漁村文化協会　
383/ｶ

米やスパイスはもちろん、肉や食器
まで手作りの「カレーライス」。尊い命
をいただくという事を改めて考えさ
せられます。

『小説 言の葉の庭』
新海誠/著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ
913.6/ｼﾝ

アニメーション映画の後に小説化さ
れた作品。小説は映画に登場した人物
たちの視点で語られており物語に深
みが増しています。

◎いきいき元気！音読タイム　秋の巻
▶日時＝9月27日（金）、10月25日（金）、11月22日

（金）　いずれも午前10時30分～11時45分
▶場所＝中央図書館　こどもしつ
▶内容＝名作文学や古典、詩、民話などを、皆さんで一
緒に声に出して読み合います。特別な技術はいりませ
ん。気軽に音読を楽しみましょう！
▶対象＝どなたでも
▶参加料＝無料
▶持ち物＝ふた付きの飲み
物（水分補給のため）
▶申込＝不要。直接会場にお
越しください
▶中央図書館　☎23-4946

◎大人の手作り教室　「アロマワックスを作ろう」
　キャンドルの素材のワックスとアロマオイル、ドラ
イフラワーを使って香りを楽しむ小物を作ります。
▶日時＝①11月10日（日）午後1時30分～3時30分　
②11月20日（水）午後7時～9時
▶場所＝渥美文化会館（農村環境
改善センター）2階　小会議室Ｂ
▶内容＝①アロマワックスサシェ
②アロマワックスカップ
▶対象／定員＝高校生以上／各回
15名程度（先着順）
▶参加料＝①1個800円、2個1,500円　②1,500円
▶持ち物＝はさみ
▶申込＝10月1日（火）から直接、または電話
▶渥美図書館　☎33-1114

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．19６４年の東京オリンピックの聖火ランナー
に、田原市出身の人はいたのか
◎調べるキーワード

「オリンピック」「聖火リレー」「新聞」

A．朝日新聞記事データベース「聞蔵Ⅱ」でキー
ワードを使って調べると、１９６４年８月２３日の記事
に愛知県は１０月２、３日に聖火が通過したと書かれ
ていました。そこで、朝日新聞地方版（マイクロフィ
ルム）で調べると、９月
２３日の記事に第７５・
７６区間が渥美郡担当
で、田原市出身のラン
ナー４６名が掲載され
ていました。

◎調べたツール
朝日新聞記事データベース 「聞蔵Ⅱビジュアル」

（朝日新聞社）
マイクロフィルム 「朝日新聞地方版　昭和３９年」
※データベース、マイクロフィルムのご利用は、図
書館カウンターでお尋ねください

●中央図書館
 一　般▶9月14日土～10月10日木	 「布×アート」
 子ども▶9月14日土～1１月７日木	 「どうぶつたちの
	   いるところ」
●赤羽根図書館
 一　般▶9月14日土～10月10日木	 「スポーツと芸術の秋」
 子ども▶9月14日土～10月10日木	 「つき・月・おつきさま」

●渥美図書館
 一　般▶9月14日土～10月10日木	 「宇宙」
 子ども▶9月14日土～10月10日木	 「ヒミツがいっぱい」

▲アロマワックス

▲春の巻の様子
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～9/12木
いらごＤＥ縁日

ふしぎ浮世絵ナイトツアー

9/12木～9/26木
田原市総合防災訓練

健幸アンバサダー養成講座

9/26木～10/10木
田原祭り

トライアスロン伊良湖大会（き
ゅうきゅう広場含む）

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！
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婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

　
　

た
は
ら
農
業
委
員
婚
活
実
行
委
員
会

は
、
今
年
度
も
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　
海
の
見
え
る
、
芝
生
の
き
れ
い
な
キ
ャ

ン
プ
場
で
、
本
格
石
釜
に
よ
る
ピ
ザ
作

り
！
生
地
を
こ
ね
る
と
こ
ろ
か
ら
協
力
し

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
本
市
産
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の

オ
ー
ド
ブ
ル
と
と
も
に
、
屋
外
で
味
わ
い

ま
し
ょ
う
。

　
次
に
、
甘
い
香
り
あ
ふ
れ
る
温
室
で
バ

ラ
摘
み
体
験
を
し
ま
す
（
バ
ラ
は
お
土
産

に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
）。

　

気
持
ち
の
良

い
海
風
を
感
じ

な
が
ら
、
素
敵

な
出
会
い
を
見

つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時：
10
月
26
日（
土
）午
前
10
時
～　

参

加
費：男
女
と
も
２
０
０
０
円　
対
象
者：

男
性
30
～
45
歳
の
農
業
者 

女
性
25
～
45

歳
の
方　

集
合
場
所：
表
浜
ほ
う
べ
の
森

／
三
河
田
原
駅
か
ら
送
迎
あ
り
（
女
性
の

み
）
募
集
締
切：10
月
18
日（
金
）

※
詳
細
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
　
農
地
は
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
、
限
り
あ
る

地
域
資
源
で
す
。
そ
の
た
め
荒
ら
さ
ず
に

耕
作
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
農
地
の
遊
休
化
防

止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
９
月

か
ら
10
月
に
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
市
内
の
全
て
の
農
地
を

対
象
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
農
業

委
員
と
推
進
委
員
が
農
地
に
立
ち
入
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
家
の
方
に
は
、
こ
の
機
会
に
農
地
を

適
正
に
管
理
し
て
い
る
か
、
今
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
す
る
に
は
許
可
や
届
け
出

が
必
要
で
す

●
農
地
転
用
と
は

　
農
地
を
宅
地
や
資
材
置
場
、
駐
車
場
な

ど
の
農
地
以
外
の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
農
業
用
倉
庫
や
一
時
的
に

資
材
置
場
な
ど
に
利
用
す
る
場
合
も
農
地

転
用
に
当
た
り
ま
す
。

●
農
地
転
用
し
た
い
と
き
は

　
農
地
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
農
地

法
の
許
可
を
得
た
り
、
届
出
書
を
提
出
し

た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
地
の
所

在
や
目
的
に
よ
り
、
許
可
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場
合

　
許
可
通
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
場
合

　

い
ず
れ
も
違
反
転
用（
農
地
法
違
反
）

と
な
り
、
工
事
の
中
止
、
原
状
回
復
な

ど
の
命
令
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
違
反
転
用

に
は
３
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は

３
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
の
可

能
性
が
あ
り
ま

す（
法
人
は
１
億

円
以
下
の
罰
金
）

▲農地を荒らさないようにしましょう
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被
害
が
広
が
っ
て
い
ま
す
！

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
現
状
と
対
策

●
現
在
の
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
状
況

　
本
市
で
は
、
こ
の
20
年
間
急
速
に
生
息

数
を
増
や
す
と
と
も
に
、
生
息
範
囲
を
広

げ
て
い
ま
す
。
生
息
場
所
は
、
初
め
に
観

測
さ
れ
た
大
山
周
辺
や
表
浜
一
帯
の
山
林

だ
け
で
な
く
、
最
近
で
は
江
比
間
や
芦
の

山
の
麓
、
さ
ら
に
仁
崎
な
ど
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
地
や
子
ど
も
の
通
学
路
付

近
で
も
目
撃
情
報
が
あ
り
、
人
へ
の
被
害

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
農
作
物
へ
の
被
害
と
し
て
は
、
山
林
近

く
の
農
地
を
中
心
に
、
水
稲
・
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
・
イ
モ
類
・
野
菜
な
ど
の
食
害
や
土

地
掘
り
起
こ
し
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

猟
友
会
が
、

平
成
30
年
度

に
２
７
１
頭

の
イ
ノ
シ
シ

を
捕
獲
し
ま

し
た
が
、
現

在
も
市
内
に

は
多
く
の
イ

ノ
シ
シ
が
生

息
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま

す
。

●
イ
ノ
シ
シ
の
生
態

　

イ
ノ
シ
シ
は
本

来
夜
行
性
で
、
人

里
近
く
の
低
い
山

で
移
動
と
定
着
を

繰
り
返
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
ま

す
。
性
質
は
警
戒

心
が
強
く
臆
病
で
す
が
、
学
習
能
力
が
高

い
た
め
、
危
険
が
な
い
と
分
か
る
と
、
昼

間
で
も
餌
を
求
め
て
活
動
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
食
性
は
雑
食
性
で
、
タ
ケ
ノ
コ
、
ヤ
マ

イ
モ
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
ほ
か
、
昆
虫
や

ミ
ミ
ズ
な
ど
の
小
動
物
が
主
な
餌
で
す
。

た
だ
し
、
人
里
の
農
作
物
や
生
ご
み
な

ど
、
イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て
簡
単
に
手
に
入

る
ご
ち
そ
う
が
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
し
ま

う
と
、
そ
の
味
を
求
め
て
た
び
た
び
出
没

す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
行
政
の
取
り
組
み

　
既
に
本
市
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
少

な
か
ら
ず
発
生
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

昨
今
は
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
し
て

し
ま
う
こ
と
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
渥
美
半
島
に
生
息
す
る
野
生
イ

ノ
シ
シ
は
元
々
生
息
し
て
い
た
も
の
で
な

く
、他
地
域
か
ら
入
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
愛
知
県
、
豊
橋
市
、
田
原
市
で

は
渥
美
半
島
野
生
イ
ノ
シ
シ
根
絶
協
議
会

を
結
成
し
、

狩
猟
の
担
い

手
の
確
保
・

育
成
や
わ
な

の
増
設
、
出

没
場
所
の
共

有
、
流
入
・

拡
散
を
防
止

す
る
柵
を
設

置
す
る
な
ど

の
対
策
に
よ
り
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
早
期

根
絶
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
と
合
わ
せ
、
農
家
・
猟
友

会
な
ど
と
連
携
し
て
環
境
管
理
・
被
害
防

除
体
制
を
確
立
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

●
農
業
者
が
行
え
る
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
イ
ノ
シ
シ
を
寄
せ
付
け
な

い
よ
う
に
す
る
対
策
が
効
果
的
で
す
。
協

力
し
て
被
害
を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
対
策
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

・
隠
れ
場
所
を
作
ら
な
い

　
草
の
茂
っ
た
耕
作
放
棄
地
や
、
田
畑
近

辺
の
や
ぶ
は
絶
好
の
隠
れ
場
所
で
す
。
草

や
下
枝
を
切
り
、
周
辺
の
見
通
し
を
よ
く

す
る
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ
が
近
寄
り
に
く

く
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

刈
り
込
ん
だ
草
な
ど
は
す
ぐ
に
片
付

け
ま
し
ょ
う
。
草
の
下
に
ミ
ミ
ズ
な
ど
が

集
ま
り
、
イ
ノ
シ
シ
を
引
き
寄
せ
て
し
ま

い
ま
す

・
餌
と
な
る
も
の
を
な
く
す

　
穀
物
や
野
菜
の
く
ず
（
農
業
残
渣
）
は

イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て
ご
ち
そ
う
で
す
。
農

作
物
は
残
さ
ず
収
穫
し
、
農
業
残
渣
は
適

切
に
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

・
防
護
柵
の
設
置

　
農
地
周
辺
に
電
気
柵
な
ど
の
防
護
柵
を

設
置
す
る
対
策
も
効
果
的
で
す
。
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
ノ
シ
シ
に
餌
場
と
し
て
認
識
さ
せ
な
い

学
習
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
農
政
課
に

は
保
護
柵
設
置
の
補
助
金
制
度
も
あ
り
ま

す
。

渥美半島のイノシシの生息域
（愛知県田原農業改良普及課作成）

大山：以前から生息

江比間：2018年から出没
仁崎：数頭出没

表浜：2012年頃
　　  豊橋から西進

イノシシ出没報告がある山林
イノシシ出没報告がない山林
貯水池
イノシシの移動方向

《
注
意
！
》

　

イ
ノ
シ
シ
は
臆
病
な
動
物
で
す

が
、興
奮
す
る
と
暴
れ
だ
し
、手
が

つ
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。も
し
出

会
っ
て
も
、刺
激
す
る
こ
と
な
く
、

ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
っ
て
そ
の
場
を

立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

野
生
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、市
農
政
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
☎
27‐７
２
７
５
）

▲わなにかかったイノシシ
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海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
キ
ャ
ン
プ
や
釣
り
、
サ
ー
フ
ィ
ン
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
ア
ウ
ト
ド
ア
に
出
掛
け
る

の
に
良
い
季
節
で
す
。
し
か
し
、
水
の
事

故
は
年
間
を
通
し
て
発
生
し
て
お
り
、
本

市
に
お
け
る
平
成
30
年
中
の
水
難
救
助
事

故
は
18
件
で
し
た
。

　

本
市
は
18
件
中
15
件
が
海
の
事
故
と

多
く
、
内
訳
と
し

て
釣
り
人
が
堤
防

か
ら
落
ち
る
事
故

や
サ
ー
フ
ィ
ン
中
、

離
岸
流
な
ど
で
流

さ
れ
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ

に
１
１
９
番
に
通
報
し
て
消
防
隊
が
来
る

の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
泳
力
に
自
信
が

あ
っ
て
も
、
泳
い
で
救
助
に
向
か
う
の
は

危
険
で
す
。溺
れ
て
い
る
人
に
つ
か
ま
れ
、

身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
な
ど

を
投
げ
入

れ
、
溺
れ

て
い
る
人

の
浮
力
を

確
保
し
ま

し
ょ
う
。

　
１
１
９
番
通
報
を
受
信
し
た
東
三
河
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー（
豊
橋
市
東
松
山
町
）で

は
、
通
報
内
容
か
ら
状
況
に
応
じ
た
隊
を

出
動
さ
せ
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
海
で
の
事
故
に
備
え
、
水

難
救
助
資
器
材
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
太
平
洋
は
ボ
ー
ト
を
出
せ
ず
救
助

活
動
に
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
７
月
15
日（
月
・
祝
）に
水
上

バ
イ
ク
を
活
用
し
た
特
別
水
難
救
助
隊
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
水
上
バ

イ
ク
の
救
助
技
術
を
持
っ
た
機
能
別
消
防

団
員
と
消
防
職
員
で
協
力
し
、
迅
速
で
効

果
的
な
救
助
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

同
時
に
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
漁
船
な

ど
、
各
機
関
と
協
力
し
救
助
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

活
動
中
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

特
別
水
難
救
助
隊
の
発
足
と
と
も
に
水

上
バ
イ
ク
１
台
を
赤
羽
根
分
署
に
配
備
し

ワ
タ
ツ
ミ
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
ワ
タ
ツ
ミ
は
日
本
神
話
に
出
て
く
る
海
の

神
で
、水
の
事
故
か
ら
皆
さ
ん
の
安
心・安
全

を
守
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
上
バ
イ
ク
は
赤
羽
根
分
署
指
令
車
で

け
ん
引
し
、
事
故
現
場
の
近
く
に
あ
る
指

定
さ
れ
た
漁
港
か
ら
出
動
し
ま
す
。

定
員：
３
名　

全
長：
３
・
35
ｍ　

全
幅：

１
・
22
ｍ　

重
量：
３
３
５
㎏　

最
高
速

度：１
１
０
㎞
／
ｈ

海
15件

池
2件

河川 1件

●平成30年中
　田原市内水難救助事故の発生場所 ひ

と
つ
ず
つ

　い
い
ね
！
で
確
認

　火
の
用
心

消太

救子

秋
号

水
難
救
助
事
故
に
つ
い
て

特
別
水
難
救
助
隊
の
発
足

水
上
バ
イ
ク

「
ワ
タ
ツ
ミ
」導
入

◦水上バイク「ワタツミ」で救助に向かう隊員

◦新しく配備された「ワタツミ」
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７
月
25
日（
木
）に
三
重
県
消
防
学
校（
三

重
県
鈴
鹿
市
）に
て
第
48
回
消
防
救
助
技
術

東
海
地
区
指
導
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
消
防
で
大
切
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク・体
力・技
術
を
鍛
え
る
た
め
の
も
の
で
、

本
市
か
ら

は
、
空
気

呼
吸
器
を

着
装
し
た
隊
員
が
煙
道
を
検
索
し
て
、
要

救
助
者
を
屋
外
へ
救
出
す
る
ほ
ふ
く
救

出
、
垂
直
は
し
ご
を
15
ｍ
登
る
は
し
ご
登

は
ん
、
地
上
高
15
ｍ
の
到
達
点
ま
で
器
具

を
使
わ
ず
に
ロ
ー
プ
の
み
で
登
る
ロ
ー
プ

応
用
登
は
ん
の

３
種
目
に
出
場

し
、
６
名
の
隊

員
が
日
頃
の
訓

練
で
培
っ
た
救

助
技
術
を
披
露

し
ま
し
た
。

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
ほ
の
め
か
す
こ
と
。「
○
○
す
る
」

③
こ
と
わ
ざ
。「
女
心
と
○
○
の
空
」

④
身
に
付
け
た
り
、手
に
持
っ
た
り
す

る
こ
と

⑤
あ
が
り
、シ
ャ
リ
、ネ
タ
と
い
え
ば

⑦
ヒ
ラ
メ
、鯛
、ス
ズ
キ
な
ど
身
の
色

か
ら「
○
○
○
魚
」と
呼
ば
れ
ま
す

⑧
渥
美
半
島
は
南
側
を
太
平
洋
、北
側

を
三
河
〇
〇
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す

⑨
コ
ス
モ
ス
は
秋
の
花
。で
は
ス
イ

レ
ン
、ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
？

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
９
月
30
日（
月
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号・住
所・氏
名・年
齢・職
業・電

話
番
号・消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▼
宛
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
夏
号
の
答
え
　
ユ
ウ
ダ
チ
】

（
応
募
総
数
40
通
中
、正
解
39
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
悪
天
候
で
海
が
荒
れ
る
こ
と

②
イ
ン
ド
洋
で
発
生
す
る
強
い
熱
帯
低
気
圧
。

日
本
で
は
台
風

③
氷
を
英
語
で
は
○
○
○
と
呼
び
ま
す

⑥
出
血
を
止
め
る
こ
と

⑦
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
伸
ば
し
ま
す

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
埋
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

復刻版

⑥

③②

④

⑤

⑨

①

⑦

B

CA⑧

D

消
防
救
助
技
術

東
海
地
区
指
導
会◦ほふく救出

◦ロープ応用登はん

◦はしご登はん
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大好きなおいしい団子を紙いっぱいにス
タンプできましたね。

一つ一つ団子のスタンプを
押すのが楽しかったよ。

 ひと       ひと　　 だん  ご

だい す　　　　　　　　　　　　   だん  ご　     かみ

花火が夜空に上がっていく様子を色鮮
やかに描けましたね。

はな  び　　　 よ  ぞら         あ                              よう   す        いろ あざ　　

評

第一保育園

高橋芽唯子 ちゃん（6歳）

第一保育園

牧 志龍くん（5歳）

肌の色の付け方を工夫し
て、体温が感じられそう
な自画像を描くことがで
きました。

評のこぎりを上手に使っ
て、切り方を工夫し、顔や
体の丸みを表現すること
ができました。

評 伊良湖岬小学校4年

山本万妃呂 さん

伊良湖岬小学校6年

小久保 香 さん
         かおり

いろんな色を使って、花火
を描いたよ。

　　　 ま    ひ     ろ

工作

 　　　    　  

水彩画

　　   　　　　か
評

　　　　　　　　  いろ       つか   　　　　  はな   び  

　　　　    

し　りゅう
渡辺
芙弓
先生

石川
博稔
先生

お　　　　　　　たの

  め     い     こ

か

●人口と世帯数（令和元年8月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 48人 死亡 46人

転入 154人 転出 163人

増減 -7人

総人口 62,094人

男性 31,444人

女性 30,650人

世帯数 22,549世帯

※増減は7月中です

今月　納税・使用料の

月 9月30日

後期高齢者医療保険料
（第3期分）

国民健康保険税
（第4期分）

下水道事業受益者負担料
（第2期分・第1期分[渥美]）

農業集落排水事業分担金
（第2期分・第1期分[渥美]）

災害に備えてご家庭でも水をためましょう。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

91.4%
（47,356千㎥）

令和元年8月21日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.848  令

和
元

年
9月

号

▼
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
が
終
わ

り
、9
月
に
な
り
ま
し
た
。9
月
は
防

災
月
間
で
も
あ
り
ま
す
。い
つ
起
き
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、こ
の
機

会
に
避
難
場
所
や
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど

を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】ほ
り
き
り
広
場
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